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「
い
た
だ
き
ま
す
」

「
ご
ち
そ
う
様
で
し
た
」

「
も
っ
た
い
な
い
」

　

食
卓
の
上
に
並
ん
だ
料
理
の
中

で
、
命
を
戴
い
て
い
な
い
物
は
、

お
水
と
塩
だ
け
。
あ
と
は
全
て
動

物
と
植
物
の
命
を
戴
い
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、

「
命
を
い
た
だ
き
ま
す
。」

　

ご
馳
走
と
は
、
も
て
な
す
為
に

美
味
し
い
も
の
を
集
め
よ
う
と
あ

ち
ら
こ
ち
ら
走
り
回
る
意
味
で
す
。

そ
の
気
持
ち
に
感
謝
し
て
、

「
ご
ち
そ
う
様
で
し
た
。」

　

ロ
ス
ト
フ
ー
ズ
と
い
う
言
葉
が

以
前
か
ら
広
が
っ
て
い
ま
す
。
残

さ
れ
無
駄
に
な
っ
た
料
理
や
食
材
。

「
も
っ
た
い
な
い
。」
と
は
、

①
ま
だ
役
に
立
つ
の
に
、

　

無
駄
に
さ
れ
て
惜
し
い
。

②
畏
れ
多
い

　

食
物
と
悔
い
を
残
さ
ぬ
人
生
を
。

ど
な
た
も
が
毎
日
で
き
る
温
暖
化

防
止
で
も
あ
り
ま
す
。
子
供
達
の

世
代
の
た
め
に
。
今
日
か
ら
で
も

始
め
て
み
ま
し
ょ
う
。
新
穀
感
謝

祭
の
後
に
は
、
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
、

そ
し
て
お
正
月
を
迎
え
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

武
智
。
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愛
媛
県　

曽
我
タ
オ
ル
株
式
会
社

様
よ
り
タ
オ
ル
の
奉
納
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

豊
の
秋
の
彩
り
・
実
り
の
時
に
、

今
大
祭
で
各
方
面
に
て
ご
奉
仕
・

ご
奉
納
を
賜
り
ま
し
た
豊
友
会
・

敬
神
婦
人
会
・
信
徒
の
皆
様
方
に

は
、
何
か
と
大
変
で
ご
ざ
い
ま
し

た
が
、
大
神
様
の
為
と
思
い
誠
心

か
ら
の
ご
奉
仕
を
い
た
だ
き
、
無

事
に
秋
季
例
大
祭
を
斎
行
で
き
ま

し
た
こ
と
を
こ
の
場
を
借
り
て
篤

く
お
礼
申
し
上
げ
、
信
徒
皆
様
方

の
今
後
益
々
の
ご
健
勝
、
ご
多
幸

を
心
よ
り
お
祈
り
し
、
ご
報
告
と

致
し
ま
す
。記　

仕
出　

田
窪　

芳
弘

続
い
て
巫
女
が
浦
安
の
舞
を
奉
納
。

続
い
て
宮
司
管
長
・
神
社
役
員
・

御
来
賓
・
各
組
合
長
・
各
教
会
・

遥
拝
所
・
講
社
の
関
係
の
方
々
に

玉
串
拝
礼
を
し
て
頂
き
、
今
日
の

日
を
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
願
事
を
祈
願
し
て
厳

粛
に
祭
典
を
終
了
致
し
ま
し
た
。

　

去
る
十
月
五
日
（
木
）
石
鎚
神

社
口
之
宮
本
社
御
本
殿
に
て
、
秋

季
例
大
祭
が
天
候
に
も
恵
ま
れ
、

盛
大
に
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
全
国
各
地
よ
り
多
数

の
石
鎚
信
徒
を
始
め
、
神
社
界
政

界
各
界
よ
り
御
来
賓
の
ご
参
拝
を

賜
り
午
前
十
時
よ
り
祭
典
を
斎
行
。

　

祭
典
は
、
開
式
太
鼓
「
石
鎚
立

螺
之
会
」
の
皆
様
の
勇
ま
し
い
立

螺
に
始
ま
り
、
神
御
衣
・
本
教
弊
・

初
穂
料
が
奉
ら
れ
武
智
宮
司
が
祝

詞
奏
上
し
、
日
々
の
御
神
恩
・
五

穀
豊
穣
に
感
謝
申
し
上
げ
、
平
岡

明
筆
頭
常
務
総
代
・
本
教
理
事
に

よ
り
総
代
祈
願
詞
が
奏
上
さ
れ
ま

し
た
。

六
等　

乾
燥
機

　

須
崎
市　

谷
岡　

貫
汰
様

七
等　

電
気
ケ
ト
ル

　

高
知
市　

尾
﨑　

か
お
り
様

八
等　

ス
テ
ィ
ッ
ク
ク
リ
ー
ナ
ー

　

西
条
市　

石
井　

篤
子
様

ま
た
、
お
餅
は

愛
媛
県　

原
井
川　

平
様　

元
老
大
顧
問　

神
鏡
笏

大
分
県　

軸
丸　

貞
子
様　元老

大
顧
問

徳
島
県　

東
予
崇
敬
組
合　

徳
島

支
部　

支
部
長　

武
田　

喜
善
様

名
誉
部
長

徳
島
県　

金
平　

敏
孝
様　

特
選
部
長

大
分
県　

成
迫　

重
太
様　

副
取
締

ま
た
、
神
職
身
分
昇
級
・
二
級
上

を
名
誉
宮
司
十
亀
興
美
様
よ
り

　

十
亀
博
行
権
宮
司

　

曽
我
部
英
司
祢
宜

に
渡
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
祝
辞
と
し
て
、

神
社
本
庁
長
老

伊
豫
豆
比
古
命
神
社
名
誉
宮
司

長
曽
我
部
延
昭
様

参
議
院
議
員　

山
本
順
三
様

　

令
夫
人
山
本
舞
祈
子
様

県
議
会
議
員　

明
比
昭
治
様

方
々
よ
り
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
、
そ

の
後
、
神
輿
に
御
神
像
を
お
遷
し

し
て
神
輿
渡
御
が
行
わ
れ
今
年
は

一
般
の
か
き
夫
の
方
も
参
加
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
愛
媛
プ
ロ
レ
ス
の

石
鎚
山
太
郎
選
手
も
神
輿
渡
御
の

か
き
夫
、
お
餅
撒
き
も
し
て
、
大

祭
を
盛
り
上
げ
て
く
れ
て
い
ま
し

た
。
樽
神
輿
や
敬
神
婦
人
会
の
花

神
輿
、
お
稚
児
行
列
も
賑
や
か
に

社
務
所
前
に
到
着
し
、
一
回
目
の

お
餅
撒
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

神
輿
が
御
旅
所
に
着
御
す
る
と
、

御
旅
所
祭
が
執
り
行
わ
れ
、
奉
幣

神
事
・
巫
女
の
舞
、
西
田
獅
子
舞

保
存
会
に
よ
る
「
獅
子
舞
」、
敬

神
婦
人
会
の
「
手
踊
り
」「
石
鎚

音
頭
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
御
神
像
は
還
御
さ
れ
、

御
神
像
拝
戴
が
な
さ
れ
、
二
回
目

の
お
餅
投
げ
・
福
木
も
そ
の
時
に

併
せ
て
撒
か
れ
ま
し
た
。

福
木
投
げ
の
当
選
者
は

一
等　

空
気
清
浄
機

　

松
山
市　

熊　

吉
雄
様

二
等　

タ
イ
ガ
ー
炊
飯
器

　

松
山
市　

河
野　

理
香
様

三
等　

三
枚
刃
シ
ェ
ー
バ
ー

　

西
条
市　

伊
藤　

美
佐
子
様

四
等　

食
器
乾
燥
機

　

笠
岡
市　

城
戸　

留
里
子
様

五
等　

低
周
波
治
療
器

　

須
崎
市　

谷
岡　

美
喜
様

続
い
て
神
御
衣
が

　

愛
媛
県　

吉
田
教
会

　

岡
山
県　

東
洋
大
心
教
会

　

香
川
県　

導
不
動
院
遥
拝
所

へ
、
そ
れ
ぞ
れ
下
付
さ
れ
、

　

広
島
県　

広
島
西
教
会

が
教
会
等
級
準
三
等
へ
、
昇
格
致

し
ま
し
た
。

十
月
五
日 

石
鎚
本
教
秋
季
例
大
祭
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御
案
内

※
御
遺
族
様
に
は
該
当
の
命
日
月

（
毎
月
十
五
日
、
月
次
祭
終
了
後
・

案
内
は
月
を
先
取
り
し
て
い
ま

す
）
に
命
日
祭
の
御
案
内
を
差
し

上
げ
て
い
ま
す
。
住
所
変
更
あ
り

ま
す
方
は
ご
一
報
願
い
ま
す
。

※
祖
霊
殿
春
・
秋
例
大
祭
の
ご
案

内
は
今
年
、
新
た
に
合
祀
さ
れ
た

御
遺
族
様
と
過
去
三
年
以
内
に
合

祀
さ
れ
た
御
遺
族
の
方
へ
案
内
を

差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
以
外
の

御
遺
族
様
も
御
参
列
戴
き
、
御
霊

和
め
の
祭
典
を
共
に
御
奉
仕
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

春
秋
大
祭
・
命
日
祭
へ
の
数
多

く
の
御
参
列
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

●
先
達
会
符
の
名
義
変
更
な
ど
お

済
み
で
な
い
御
遺
族
様
、
ま
た
ご

不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠

慮
無
く
神
社
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

境
内
に
あ
る
祖
霊
殿
。
石
鎚
山

開
山
の
祖
・
役
小
角
を
は
じ
め
社

司
・
宮
司
、
霊
峰
石
鎚
の
為
に
お

力
添
え
を
戴
き
ま
し
た
先
達
・
教

師
・
特
別
崇
敬
者
に
て
帰
天
さ
れ

ま
し
た
方
々
を
お
祀
り
し
て
お
り
、

毎
年
四
月
・
十
月
の
六
日
、
午
前

十
時
よ
り
例
大
祭
並
び
に
合
祀
祭

を
斎
行
し
て
い
ま
す
。

　

秋
季
例
大
祭
は
秋
風
吹
く
中
、

関
係
御
遺
族
・
神
社
役
員
の
ご
参

列
を
戴
き
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
祀
さ
れ
ま
し
た
御
霊
の
在
り

し
日
の
面
影
を
偲
び
、
思
い
出
の

数
々
を
顧
み
る
中
に
、
凜
と
し
た

お
姿
、
ま
た
皆
を
導
く
大
き
な
背

中
、
優
し
い
お
顔
を
思
い
出
し
な

が
ら
御
霊
安
か
れ
と
祈
念
致
し
ま

し
た
。
先
達
・
教
師
の
皆
様
が
、

築
か
れ
ま
し
た
篤
き
志
を
、
ま
た

優
し
き
御
心
を
継
が
れ
ま
す
こ
と

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
合
祀
さ
れ
ま
し
た
新
祭

神
を
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

元
老

権
中
講
義

横
林　

深
幸　

刀
自
命

名
誉
大
監
長井

上　

和
之　

大
人
命

大
監
長

高
原　

榮
子　

刀
自
命

大
取
締

古
屋　

博
規　

大
人
命

先
達

荒
井　

辰
子　

刀
自
命

（
順
不
同
）

功
労
章　

銀
笏

元
老
大
顧
問

権
大
教
正

真
木　

早
月　

刀
自
命

有
功　

神
鏡
笏

元
老
大
顧
問

少
教
正

藤
田　

住
子　

刀
自
命

有
功　

神
鏡
笏

元
老
大
顧
問

大
講
義

小
松　

一
盛　

大
人
命

有
功　

神
鏡
笏

元
老
大
顧
問椛

田
健
次
郎　

大
人
命

元
老
大
顧
問

権
少
教
正

北
村　

卓
史　

大
人
命

元
老
顧
問

磯
辺　

博
昭　

大
人
命
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秋
季
例
大
祭
・
合
祀
祭
斎
行

十
月
六
日

祖
霊
殿　

秋
季
例
大
祭
・
合
祀
祭
斎
行

令
和
五
年　

十
月
六
日

　
　
　
　

祖
霊
殿
合
祀
祭
神
名

令
和
五
年　

十
月
六
日

　
　
　
　

祖
霊
殿
合
祀
祭
神
名

令
和
五
年　

十
月
六
日

　
　
　
　

祖
霊
殿
合
祀
祭
神
名

令
和
五
年
七
月
十
五
日
〜

令
和
五
年
十
月
五
日
ま
で

《
本
社
》

◎
五
拾
万
円
以
上

　
　

首
藤　

鈴
子

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　

和
食
教
会　
　

安
岡
桂
一
郎

ウ
ミ
ジ
・
マ
ル
シ
オ
・
ヨ
シ
ア
キ

　
　

森
内　
　

勇

◎
五
万
円
以
上

　
　

富
海
教
会　
　

松
岡　

英
二

　
　

倉
掛
講
社（

順
不
同
・
敬
称
略
）

　

ま
た
、
本
社
で
の
五
千
円
以
上

の
お
初
穂
奉
納
者
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
社
本
殿
前
掲
示
板
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
奉
納
心
か
ら
篤
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。文

責　

権
禰
宜　

大
岡

石
鎚
本
教
秋
季
例
大
祭

　

五
万
円
以
上
ご
奉
納
い
た
だ
き

　

ま
し
た
皆
様

　
《
本
社
》

◎
四
拾
五
万
円
以
上

　
　

福
岡
神
和
教
会

佐
伯　

良
子

◎
参
拾
七
万
円
以
上

　
　

大
阪
教
会　

  

湊

喜
美
子

◎
弐
拾
万
円
以
上

　
　

導
不
動
院
遙
拝
所岩

﨑　

光
照

◎
壱
拾
五
万
円
以
上

　
　

香
春
教
会　
　

川
津　

守
秀

　
　

睦
美
教
会　
　

田
窪　

一
善

　
　

吉
見
教
会　
　

加
藤　

法
泰

◎
壱
拾
万
円
以
上

　
　

吉
田
教
会　
　

越
智　

汀
祐

　
　

大
打
山
遙
拝
所
石
﨑　

昌
司

　
　

大
分
石
鎚
教
会

江
藤　

秀
人

　
　

霊
威
教
会　
　

中
西　

幸
男

　
　

葉
山
教
会　
　

岡
村　

信
一

　
　

東
雲
講
社　
　

黒
田　

明
子

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

　
　

株
式
会
社
浦
松
興
産浦松

大
八

須
之
内　

明
吉
中
西　

幸
男

◎
五
万
円
以
上

　
　

愛
知
遙
拝
所

澁
谷
恵
美
子

　
　

鐘
ヶ
淵
教
会　

山
田　

春
治

　
　

富
海
教
会　
　

松
岡　

英
二

　
　

門
司
教
会　
　

加
藤　

保
彦

佐
川
教
会　
　

片
岡　

抄
織

　
　

山
南
嘉
和
教
会

岡
本　

嘉
孝

勝
山
遙
拝
所　

白
石　

順
子

赤
坂
教
会　
　

木
村　
　

稔

　
　

神
明
遙
拝
所　

大
西
サ
カ
エ

　
　

石
鎚
登
山
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
㈱

　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤　

和
豊

　
　

十
亀　

興
美　

浦
松　
　

傳

松
浦

節
子

片
岡　

抄
織

　
　

河
内　

裕
美

◎
タ
オ
ル
奉
納

　
　

曽
我
タ
オ
ル
株
式
会
社

曽
我　

幸
広

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ま
た
、
本
社
で
の
五
千
円
以
上

の
お
初
穂
奉
納
者
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
社
手
水
舎
前
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
奉
納
心
か
ら
篤
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

御　

奉　

納

御　

奉　

納

御　

奉　

納

十
月
五
日
の

　

石
鎚
本
教
秋
季
例
大
祭
に
て

『
大
幟
旗
』
を
新
た
に
境
内
に

御
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
五
年
十
月
𠮷
日

　

広
島
県
呉
市
押
込

村
山　

大
介
・
み
き

　

広
島
県
呉
市
倉
橋
町

坂
井　

幸
浩
・
伸
枝

　

広
島
県
呉
市
倉
橋
町

坂
井　

純
・
み
ど
り

（
敬
称
略
）

　

御
奉
納
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
奉
納
は
、
本
社
・
成
就
社
・

土
小
屋
遙
拝
殿
に
て
、
一
体
二

万
五
千
円
で
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。

文
責
、
大
岡
権
禰
宜
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御
案
内

※
御
遺
族
様
に
は
該
当
の
命
日
月

（
毎
月
十
五
日
、
月
次
祭
終
了
後
・

案
内
は
月
を
先
取
り
し
て
い
ま

す
）
に
命
日
祭
の
御
案
内
を
差
し

上
げ
て
い
ま
す
。
住
所
変
更
あ
り

ま
す
方
は
ご
一
報
願
い
ま
す
。

※
祖
霊
殿
春
・
秋
例
大
祭
の
ご
案

内
は
今
年
、
新
た
に
合
祀
さ
れ
た

御
遺
族
様
と
過
去
三
年
以
内
に
合

祀
さ
れ
た
御
遺
族
の
方
へ
案
内
を

差
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
以
外
の

御
遺
族
様
も
御
参
列
戴
き
、
御
霊

和
め
の
祭
典
を
共
に
御
奉
仕
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

春
秋
大
祭
・
命
日
祭
へ
の
数
多

く
の
御
参
列
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

●
先
達
会
符
の
名
義
変
更
な
ど
お

済
み
で
な
い
御
遺
族
様
、
ま
た
ご

不
明
な
点
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
遠

慮
無
く
神
社
ま
で
ご
連
絡
下
さ
い
。

　

境
内
に
あ
る
祖
霊
殿
。
石
鎚
山

開
山
の
祖
・
役
小
角
を
は
じ
め
社

司
・
宮
司
、
霊
峰
石
鎚
の
為
に
お

力
添
え
を
戴
き
ま
し
た
先
達
・
教

師
・
特
別
崇
敬
者
に
て
帰
天
さ
れ

ま
し
た
方
々
を
お
祀
り
し
て
お
り
、

毎
年
四
月
・
十
月
の
六
日
、
午
前

十
時
よ
り
例
大
祭
並
び
に
合
祀
祭

を
斎
行
し
て
い
ま
す
。

　

秋
季
例
大
祭
は
秋
風
吹
く
中
、

関
係
御
遺
族
・
神
社
役
員
の
ご
参

列
を
戴
き
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

合
祀
さ
れ
ま
し
た
御
霊
の
在
り

し
日
の
面
影
を
偲
び
、
思
い
出
の

数
々
を
顧
み
る
中
に
、
凜
と
し
た

お
姿
、
ま
た
皆
を
導
く
大
き
な
背

中
、
優
し
い
お
顔
を
思
い
出
し
な

が
ら
御
霊
安
か
れ
と
祈
念
致
し
ま

し
た
。
先
達
・
教
師
の
皆
様
が
、

築
か
れ
ま
し
た
篤
き
志
を
、
ま
た

優
し
き
御
心
を
継
が
れ
ま
す
こ
と

を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
合
祀
さ
れ
ま
し
た
新
祭

神
を
ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
と
共

に
、
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

元
老

権
中
講
義

横
林　

深
幸　

刀
自
命

名
誉
大
監
長井

上　

和
之　

大
人
命

大
監
長

高
原　

榮
子　

刀
自
命

大
取
締

古
屋　

博
規　

大
人
命

先
達

荒
井　

辰
子　

刀
自
命

（
順
不
同
）

功
労
章　

銀
笏

元
老
大
顧
問

権
大
教
正

真
木　

早
月　

刀
自
命

有
功　

神
鏡
笏

元
老
大
顧
問

少
教
正

藤
田　

住
子　

刀
自
命

有
功　

神
鏡
笏

元
老
大
顧
問

大
講
義

小
松　

一
盛　

大
人
命

有
功　

神
鏡
笏

元
老
大
顧
問椛

田
健
次
郎　

大
人
命

元
老
大
顧
問

権
少
教
正

北
村　

卓
史　

大
人
命

元
老
顧
問

磯
辺　

博
昭　

大
人
命
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令
和
五
年
十
月
五
日
ま
で

《
本
社
》

◎
五
拾
万
円
以
上

　
　

首
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鈴
子

◎
壱
拾
万
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以
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和
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教
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安
岡
桂
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郎

ウ
ミ
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・
マ
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オ
・
ヨ
シ
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キ

　
　

森
内　
　

勇

◎
五
万
円
以
上

　
　

富
海
教
会　
　

松
岡　

英
二

　
　

倉
掛
講
社（

順
不
同
・
敬
称
略
）

　

ま
た
、
本
社
で
の
五
千
円
以
上

の
お
初
穂
奉
納
者
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
社
本
殿
前
掲
示
板
に
掲
載

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
奉
納
心
か
ら
篤
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。文

責　

権
禰
宜　

大
岡

石
鎚
本
教
秋
季
例
大
祭
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円
以
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ご
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だ
き

　

ま
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《
本
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五
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岡
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教
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湊
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子

◎
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上
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不
動
院
遙
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光
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以
上

　
　

香
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守
秀
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遙
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所
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司
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分
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山
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岡
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一
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雲
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黒
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明
子

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
納
者

お
初
穂
奉
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者

　
　

株
式
会
社
浦
松
興
産浦松

大
八

須
之
内　

明
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中
西　

幸
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五
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円
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知
遙
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所

澁
谷
恵
美
子

　
　

鐘
ヶ
淵
教
会　

山
田　

春
治

　
　

富
海
教
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英
二

　
　

門
司
教
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加
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保
彦

佐
川
教
会　
　

片
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抄
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南
嘉
和
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会
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本　

嘉
孝

勝
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遙
拝
所　
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石　
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子
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坂
教
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明
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西
サ
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エ
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伊
藤　

和
豊

　
　

十
亀　

興
美　

浦
松　
　

傳

松
浦

節
子

片
岡　

抄
織

　
　

河
内　

裕
美

◎
タ
オ
ル
奉
納

　
　

曽
我
タ
オ
ル
株
式
会
社

曽
我　

幸
広

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

ま
た
、
本
社
で
の
五
千
円
以
上

の
お
初
穂
奉
納
者
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
社
手
水
舎
前
に
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

ご
奉
納
心
か
ら
篤
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

御　

奉　

納

御　

奉　

納

御　

奉　

納

十
月
五
日
の

　

石
鎚
本
教
秋
季
例
大
祭
に
て

『
大
幟
旗
』
を
新
た
に
境
内
に

御
奉
納
い
た
だ
き
ま
し
た
。

令
和
五
年
十
月
𠮷
日

　

広
島
県
呉
市
押
込

村
山　

大
介
・
み
き

　

広
島
県
呉
市
倉
橋
町

坂
井　

幸
浩
・
伸
枝

　

広
島
県
呉
市
倉
橋
町

坂
井　

純
・
み
ど
り

（
敬
称
略
）

　

御
奉
納
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　

ご
奉
納
は
、
本
社
・
成
就
社
・

土
小
屋
遙
拝
殿
に
て
、
一
体
二

万
五
千
円
で
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
。

文
責
、
大
岡
権
禰
宜
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正
月
元
日
（
午
前
五
時
よ
り
）

　

元　

旦　

祭

一
年
の
始
ま
り
を
成
就
社
に
て
。

雪
化
粧
を
ま
と
っ
た
霊
峰
石
鎚
山

に
初
日
の
出
を
見
て
、
い
の
ち
の

輝
き
を
感
じ
ま
し
ょ
う
。

※
祭
儀
の
後

御
神
像
拝
戴
神
事

新
春
特
別
祈
祷

新
春
招
福
縁
起
物
頒
布

※
例
年
通
り
成
就
社
初
詣
参
拝
者

に
石
鎚
神
社
よ
り
、
先
着
五
〇
〇

名
の
皆
様
に
参
拝
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
す
。

【
十
二
月
】

■
一
日
（
午
前
十
時
よ
り
）

　

月
次
祭　

併
せ

　

新
穀
感
謝
祭

師
走
入
り
の
月
次
祭
に
併
せ
、
こ
の

年
の
新
穀
を
ご
神
前
に
お
供
え
し
、

稔
り
に
感
謝
申
し
上
げ
る
祭
典
。

■
十
三
日

　

正
月
事
始
め

す
す
払
い
・
松
迎
え

正
月
を
迎
え
る
準
備
を
始
め
る
日
。

正
月
縁
起
物
の
頒
布
を
始
め
ま
す
。

■
十
五
日
（
午
前
十
時
よ
り
）

　

月
次
祭
・
命
日
祭

本
年
最
後
の
月
次
祭
。
ま
た
祖
霊

殿
に
て
当
月
の
命
日
祭
を
執
り
行

い
ま
す
。

■
二
十
二
日
（
午
後
四
時
よ
り
）

　

星
祭
祈
願
始
め
祭

冬
至
で
あ
る
こ
の
日
よ
り
、
明
年

節
分
ま
で
朝
夕
に
祈
願
を
行
い
ま
す
。

〘
本　

社
〙

〘
中
宮
成
就
社
〙

詳
し
く
は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
三
十
一
日
（
午
後
五
時
）

　

大　

祓　

式

一
年
間
、
知
ら
な
い
間
に
犯
し
た

罪
穢
を
祓
い
清
め
る
祭
典
。
清
々

し
い
気
持
ち
で
新
年
に
臨
み
ま

し
ょ
う
。

　

年　

越　

祭

　
　
　
（
午
後
十
一
時
四
十
五
分
）

除
夜
は
年
神
様
を
迎
え
る
た
め

に
、
心
身
を
清
め
、
一
晩
中
起
き

て
い
る
の
が
年
越
し
の
習
い
。
一

年
間
の
感
謝
と
来
る
年
の
幸
せ
を

祈
り
ま
し
ょ
う
。

【
正
月
】

■
元
日
（
午
前
零
時
よ
り
）

　

元　

旦　

祭

一
年
の
始
ま
り
で
す
。
初
詣
を
行

い
、
今
年
一
年
の
無
事
と
平
安
を

神
様
に
手
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

引
き
続
き
の
神
事

　

御
神
像
拝
戴
神
事

石
鎚
神
社
の
み
で
行
わ
れ
る
全
国

唯
一
の
特
殊
神
事
。

※
祭
典
の
後

　

招
福
獅
子
舞

　
　
　
　
（
西
田
獅
子
舞
保
存
会
）

　

縁
起
行
事
の
ご
奉
納
予
定

ご
本
殿
に
て

　

新
春
特
別
祈
祷

境
内
に
て

　

招
福
縁
起
物
の
頒
布

石
鎚
神
社
青
年
部
を
中
心
に
ご
奉

仕
い
た
だ
く
若
人
等
が
ご
本
殿
授

与
所
に
て
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま

す
。甥　

姪

従
兄
弟

姉　

妹

兄　

弟

姉　

妹

同
母
方

父
方
伯

叔
父
母

嫡　

孫

養　

子

嫡　

子

　

妻

　

夫
同
母
方

曾　

祖

父　

母

祖
父
母

同
母
方

父　

母

種　

別

三　

日

十　

日

十　

日

十　

日

二
十
日

二
十
日

三
十
日

二
十
日

五
十
日

　

忌
一　

日

遠　

慮
　

服

三　

日

二
十
日

二
十
日

二
十
日

三
十
日

七　

日

三
十
日

三
十
日

三
十
日

九
十
日

九
十
日

十
三
月

九
十
日

十
三
月

七　

日

九
十
日

九
十
日

九
十
日

百　

五

十　

日

説　

明

一
、
忌
（
き
）
は
死
穢
に
触
れ
る
事

　

を
忌
み
慎
し
む
期
間
の
こ
と
、
こ

　

の
間
は
神
祭
り
及
び
神
社
参
拝
な

　

ど
は
遠
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

　

さ
れ
て
い
る
。

二
、
服
（
ぶ
く
）
は
喪
中
別
に
喪
服

　

を
着
用
し
謹
慎
の
意
を
表
す
期
間

　

の
事
で
普
通
神
祭
り
や
神
社
の
参

　

拝
な
ど
差
し
支
え
な
い
と
さ
れ
て

　

い
る
。

三
、
七
才
未
満
の
小
児
に
は
服
忌
な

　

し
、
そ
の
父
母
の
み
三
日
間
遠
慮

　

の
こ
と
。

四
、
遠
地
に
あ
る
も
の
で
、
父
母
に

　

つ
い
て
は
、
聞
い
た
日
か
ら
忌
五

　

十
日
、
服
十
三
月
を
う
け
、
そ
の

　

他
の
も
の
は
聞
い
た
日
か
ら
忌
の

　

残
数
日
の
み
を
受
け
既
に
経
過
し

　

て
い
る
と
き
は
一
日
遠
慮
の
こ
と
。

五
、
し
た
が
っ
て
神
事
は
忌
明
け
ま

　

で
遠
慮
の
こ
と
。
但
し
特
に
必
要

　

あ
ら
ば
忌
日
数
の
半
分
以
上
経
過

　

す
れ
ば
徐
服
の
祓
を
受
け
る
と
差

　

支
え
な
い
。

服　

忌　

表
（
服
忌
令
摘
記
）

平成１２年生

ゐ いぬ

昭和５９年生 昭和５８年生 昭和５７年生

令和６年 （数え年）

とり さる ひつじ

平成３年生平成５年生

平成１８年生

平成４年生

それぞれの年賀の年齢（数え年）を迎えた年に、神社で年賀の

ご祈祷を受けた後、家族の皆さんでお祝いするのが通例です。

年賀や厄年のお祓いは、古例では２月１日ですが、その前後の日

でも差し支えありません。

石鎚神社では、年間を通して、年賀、厄よけのお祓いを致して

おります。

百才以上の方は、毎年お祝い致します。 ※石鎚神社では、この厄年・年賀の年齢での御祓いをお勧めしております。

年
　
賀

昭和 39 年
昭和 30 年
昭和 23 年
昭和 20 年
昭和 12 年
昭和 10 年
昭和 元 年
大正 15 年

還暦　61才
古稀　70 才
喜寿　77 才
傘寿　80 才
米寿　88 才
卒寿　90 才

白寿　99 才

数
え
年
・
男
女
と
も
共
通

いぬ

ね

たつ
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正
月
元
日
（
午
前
五
時
よ
り
）

　

元　

旦　

祭

一
年
の
始
ま
り
を
成
就
社
に
て
。

雪
化
粧
を
ま
と
っ
た
霊
峰
石
鎚
山

に
初
日
の
出
を
見
て
、
い
の
ち
の

輝
き
を
感
じ
ま
し
ょ
う
。

※
祭
儀
の
後

御
神
像
拝
戴
神
事

新
春
特
別
祈
祷

新
春
招
福
縁
起
物
頒
布

※
例
年
通
り
成
就
社
初
詣
参
拝
者

に
石
鎚
神
社
よ
り
、
先
着
五
〇
〇

名
の
皆
様
に
参
拝
記
念
品
を
贈
呈

し
ま
す
。

【
十
二
月
】

■
一
日
（
午
前
十
時
よ
り
）

　

月
次
祭　

併
せ

　

新
穀
感
謝
祭

師
走
入
り
の
月
次
祭
に
併
せ
、
こ
の

年
の
新
穀
を
ご
神
前
に
お
供
え
し
、

稔
り
に
感
謝
申
し
上
げ
る
祭
典
。

■
十
三
日

　

正
月
事
始
め

す
す
払
い
・
松
迎
え

正
月
を
迎
え
る
準
備
を
始
め
る
日
。

正
月
縁
起
物
の
頒
布
を
始
め
ま
す
。

■
十
五
日
（
午
前
十
時
よ
り
）

　

月
次
祭
・
命
日
祭

本
年
最
後
の
月
次
祭
。
ま
た
祖
霊

殿
に
て
当
月
の
命
日
祭
を
執
り
行

い
ま
す
。

■
二
十
二
日
（
午
後
四
時
よ
り
）

　

星
祭
祈
願
始
め
祭

冬
至
で
あ
る
こ
の
日
よ
り
、
明
年

節
分
ま
で
朝
夕
に
祈
願
を
行
い
ま
す
。

〘
本　

社
〙

〘
中
宮
成
就
社
〙

詳
し
く
は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

■
三
十
一
日
（
午
後
五
時
）

　

大　

祓　

式

一
年
間
、
知
ら
な
い
間
に
犯
し
た

罪
穢
を
祓
い
清
め
る
祭
典
。
清
々

し
い
気
持
ち
で
新
年
に
臨
み
ま

し
ょ
う
。

　

年　

越　

祭

　
　
　
（
午
後
十
一
時
四
十
五
分
）

除
夜
は
年
神
様
を
迎
え
る
た
め

に
、
心
身
を
清
め
、
一
晩
中
起
き

て
い
る
の
が
年
越
し
の
習
い
。
一

年
間
の
感
謝
と
来
る
年
の
幸
せ
を

祈
り
ま
し
ょ
う
。

【
正
月
】

■
元
日
（
午
前
零
時
よ
り
）

　

元　

旦　

祭

一
年
の
始
ま
り
で
す
。
初
詣
を
行

い
、
今
年
一
年
の
無
事
と
平
安
を

神
様
に
手
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。

引
き
続
き
の
神
事

　

御
神
像
拝
戴
神
事

石
鎚
神
社
の
み
で
行
わ
れ
る
全
国

唯
一
の
特
殊
神
事
。

※
祭
典
の
後

　

招
福
獅
子
舞

　
　
　
　
（
西
田
獅
子
舞
保
存
会
）

　

縁
起
行
事
の
ご
奉
納
予
定

ご
本
殿
に
て

　

新
春
特
別
祈
祷

境
内
に
て

　

招
福
縁
起
物
の
頒
布

石
鎚
神
社
青
年
部
を
中
心
に
ご
奉

仕
い
た
だ
く
若
人
等
が
ご
本
殿
授

与
所
に
て
お
待
ち
致
し
て
お
り
ま

す
。甥　

姪

従
兄
弟

姉　

妹

兄　

弟

姉　

妹

同
母
方

父
方
伯

叔
父
母

嫡　

孫

養　

子

嫡　

子

　

妻

　

夫
同
母
方

曾　

祖

父　

母

祖
父
母

同
母
方

父　

母

種　

別

三　

日

十　

日

十　

日

十　

日

二
十
日

二
十
日

三
十
日

二
十
日

五
十
日

　

忌
一　

日

遠　

慮
　

服

三　

日

二
十
日

二
十
日

二
十
日

三
十
日

七　

日

三
十
日

三
十
日

三
十
日

九
十
日

九
十
日

十
三
月

九
十
日

十
三
月

七　

日

九
十
日

九
十
日

九
十
日

百　

五

十　

日

説　

明

一
、
忌
（
き
）
は
死
穢
に
触
れ
る
事

　

を
忌
み
慎
し
む
期
間
の
こ
と
、
こ

　

の
間
は
神
祭
り
及
び
神
社
参
拝
な

　

ど
は
遠
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と

　

さ
れ
て
い
る
。

二
、
服
（
ぶ
く
）
は
喪
中
別
に
喪
服

　

を
着
用
し
謹
慎
の
意
を
表
す
期
間

　

の
事
で
普
通
神
祭
り
や
神
社
の
参

　

拝
な
ど
差
し
支
え
な
い
と
さ
れ
て

　

い
る
。

三
、
七
才
未
満
の
小
児
に
は
服
忌
な

　

し
、
そ
の
父
母
の
み
三
日
間
遠
慮

　

の
こ
と
。

四
、
遠
地
に
あ
る
も
の
で
、
父
母
に

　

つ
い
て
は
、
聞
い
た
日
か
ら
忌
五

　

十
日
、
服
十
三
月
を
う
け
、
そ
の

　

他
の
も
の
は
聞
い
た
日
か
ら
忌
の

　

残
数
日
の
み
を
受
け
既
に
経
過
し

　

て
い
る
と
き
は
一
日
遠
慮
の
こ
と
。

五
、
し
た
が
っ
て
神
事
は
忌
明
け
ま

　

で
遠
慮
の
こ
と
。
但
し
特
に
必
要

　

あ
ら
ば
忌
日
数
の
半
分
以
上
経
過

　

す
れ
ば
徐
服
の
祓
を
受
け
る
と
差

　

支
え
な
い
。

服　

忌　

表
（
服
忌
令
摘
記
）

平成１２年生

ゐ いぬ

昭和５９年生 昭和５８年生 昭和５７年生

令和６年 （数え年）

とり さる ひつじ

平成３年生平成５年生

平成１８年生

平成４年生

それぞれの年賀の年齢（数え年）を迎えた年に、神社で年賀の

ご祈祷を受けた後、家族の皆さんでお祝いするのが通例です。

年賀や厄年のお祓いは、古例では２月１日ですが、その前後の日

でも差し支えありません。

石鎚神社では、年間を通して、年賀、厄よけのお祓いを致して

おります。

百才以上の方は、毎年お祝い致します。 ※石鎚神社では、この厄年・年賀の年齢での御祓いをお勧めしております。

年
　
賀

昭和 39 年
昭和 30 年
昭和 23 年
昭和 20 年
昭和 12 年
昭和 10 年
昭和 元 年
大正 15 年

還暦　61才
古稀　70 才
喜寿　77 才
傘寿　80 才
米寿　88 才
卒寿　90 才

白寿　99 才

数
え
年
・
男
女
と
も
共
通

いぬ

ね

たつ
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招福セット（ 毎年の定期便 ・ 今回のみ ）どちらかに○をお願い致します。

※招福セットと一緒に振込用紙をお送り致します。

◎7点セットのご案内

①福　箕（ふくみ）（天狗のお面） （寸法：14㎝×17㎝）
　凡そ1300年前、役行者（えんのぎょうじゃ）に開山され日本七霊山の一つ・霊峰石鎚山には、石鎚山法起坊（いしづちざんほうき
ぼう）という大変お徳の高い天狗様が居られ、その有難い御蔭（おかげ）をお面と箕（み）で現しております。新年の招福・招運に毎
年新しくお飾り下さい。

③干支置物 （寸法：9㎝×14㎝）
　年毎、新しき干支を陶器の置物にて作成しております。一年間の慶賀としてお飾り下さい。

④御塩（280g）お供え、お清め、お食事等にご利用下さい。
⑤教化カレンダー （上下見開きA３サイズ）

②御神酒 （寸法：19㎝×7㎝）
　金粉入りのお目出度い御神酒（おみき）です。一年の契機、好き（よき）時（とき）にお召し上がり下さい。

※

干
支
の
置
物
は
辰
に
な
り
ま
す

受付は、神社メール、FAX、社務所窓口でござい
ます。※当社先達会付をお持ちの方、又は社報申
し込みの方のみ電話受付致します。

初穂料 ￥5,000円也（送料着払い）（7点）
・振り込み用紙を同送致します。（※招福セットは、12月20日迄にご自宅へお届け致します。）　

①福箕 ②御神酒 ③干支置物 ④御塩 ⑤神社カレンダー ⑥石鎚魔除け猿 ⑦天てんおみくじ

⑥石鎚魔除け猿 （寸法：約3㎝×約2㎝） ※一つ一つ手作りの為、猿の色柄・大きさは全て異なっております。
　石鎚みやげの伝統であります「石鎚魔除け猿」は、江戸時代の頃よりお山へ登拝する方が身につけていました。石鎚山に懸かる鎖
へ一心に身を預けよじ登る姿を現しているとされ、さるは猿(申)＝去るに通じ災難厄除などの意味もあります。

新しく天てんおみくじが、入っています。　

⑦天てんおみくじ （天狗のおみくじ） 天てん（天狗様のキャラクター愛称）は幸運を呼ぶ神様です。どうぞ良き所にお飾り下さい。
（※天てんの下の方にある赤い紐を引き抜くと中におみくじと願い事用紙が入っています。願い事用紙は、お願い事をお書きになら
れ神棚にお供えするか、成就社に参拝される際にご持参下さい。成就社の神職が、願い事を読み上げ致します。）
霊峰石鎚山を住処とする天狗「石鎚山法起坊」は「天狗経」の48天狗に数えられ、日本八大天狗のひとりとも別格ともされる大天狗
です。また石鎚山法起坊は、石鎚山を開いた役小角その人であるとも言われています。 （三号守）　9.5㎝×6㎝（三号守）　9.5㎝×6㎝（三号守）　9.5㎝×6㎝

星
祭
特
別
三
号
守
・
六
号
守　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
円
以
上

（一号守）  　16㎝×9㎝（一号守）  　16㎝×9㎝（一号守）  　16㎝×9㎝

星
祭
特
別
一
号
守
・
六
号
守　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
千
円
以
上

　
　
　
　
　
　

   

（六号守）　　6㎝×3㎝（六号守）　　6㎝×3㎝（六号守）　　6㎝×3㎝

星
祭
特
別
六
号
守　

三
百
円
以
上

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

　

星
祭
り
と
は
、
年
の
変
わ
り
目
に

各
人
の
持
つ
「
生
ま
れ
星
」
を
祭
り
、

悪
い
年
は
災
難
を
免
れ
る
よ
う
に
、

良
い
年
は
一
層
良
く
な
る
よ
う
に
と

一
年
間
の
幸
福
と
除
災
の
祈
願
を
石

鎚
大
神
の
御
神
徳
を
い
た
だ
い
て
、

本
年
以
上
に
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
祈
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

祈
願
札
に
、
ご
氏
名
を
記
入
奉
製

し
、
冬
至
の
日
の
夕
刻
よ
り
節
分
の

日
ま
で
、
神
職
が
朝
夕
に
清
祓
・
ご

祈
願
い
た
し
ま
す
。

　

満
願
の
日
で
あ
る
節
分
の
日
に
は
、

本
社
に
て
古
神
札
神
納
浄
火
祭
に
次

い
で
節
分
祭
・
星
祭
祈
願
納
め
祭
が

斎
行
さ
れ
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
々
の
お
申
し
込
み

と
祭
典
の
参
列
を
心
よ
り
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

記

星
祭
祈
願
申
し
込
み
要
項

＊
お
申
し
込
み
は
、
所
属
組
合
長
・

　

教
会
長
・
遙
拝
所
長
を
始
め
、
先

　

達
教
師
の
各
位
並
び
に
お
世
話
を

　

こ
れ
ま
で
ご
奉
仕
の
各
位
を
通
じ

　

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

心
当
た
り
が
無
い
方
は
、
本
社
星

　

祭
り
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
祈
願
札
は
、
節
分
の
後
に
お
世

　

話
人
様
に
発
送
し
、
皆
様
方
に

　

は
お
世
話
人
様
よ
り
お
受
け
取

　

り
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日
（
冬
至
）

星
祭
祈
願
始
め
祭　

午
後
四
時
よ
り

令
和
六
年
二
月
三
日
（
節
分
の
日
）

星
祭
祈
願
納
め
祭　

午
前
十
一
時
よ
り

お
願
い

お
申
し
込
み
各
位
に
は
、
楷
書
に

て
文
字
を
は
っ
き
り
丁
寧
に
ご
記

入
く
だ
さ
い
。
こ
れ
を
以
て
神
札

に
記
入
し
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
本
年
も
帳
面
表
紙
に
「
お
世

　

話
人
補
佐
」
の
欄
を
設
け
て
お
り

　

ま
す
。
こ
れ
に
は
お
世
話
人
の
お

　

手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

　

ま
す
方
の
氏
名
・
連
絡
先
を
ご
記

　

入
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、
お
名
前

　

な
ど
記
入
不
足
が
あ
っ
た
場
合
、

　

確
認
等
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
く

　

た
め
に
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

　

な
に
と
ぞ
ご
協
力
お
願
い
し
ま

　

す
。

　

ま
た
三
千
円
未
満
で
お
申
し
込

　

み
頂
き
ま
し
た
方
に
は
、
送
料

　

百
円
を
別
途
お
供
え
頂
い
て
お

　

り
ま
す
。　
　
　

　

そ
の
他
、
ご
質
問
や
不
明
な
点
、

　

お
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た

　

ら
、
本
社
星
祭
り
係
ま
で
お
尋

　

ね
く
だ
さ
い
。 

     　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

（二号守） 13.5㎝×7.5㎝（二号守） 13.5㎝×7.5㎝（二号守） 13.5㎝×7.5㎝

星
祭
特
別
二
号
守
・
六
号
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
千
円
以
上

（木　札） 高さ37cm（木　札） 高さ37cm（木　札） 高さ37cm

星
祭
祈
願
特
別
木
札
・
六
号
守　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
千
円
以
上

（五号守）　6.5㎝×3㎝（五号守）　6.5㎝×3㎝（五号守）　6.5㎝×3㎝

星
祭
特
別
五
号
守　

五
百
円
以
上

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

星
祭
り
神
札
六
種
類
、
初
穂
料

第765号 （二ヶ月一回一日発行） 令和５年１１月１日石　鎚　社　報 第765号 （二ヶ月一回一日発行） 令和５年１１月１日石　鎚　社　報
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招福セット（ 毎年の定期便 ・ 今回のみ ）どちらかに○をお願い致します。

※招福セットと一緒に振込用紙をお送り致します。

◎7点セットのご案内

①福　箕（ふくみ）（天狗のお面） （寸法：14㎝×17㎝）
　凡そ1300年前、役行者（えんのぎょうじゃ）に開山され日本七霊山の一つ・霊峰石鎚山には、石鎚山法起坊（いしづちざんほうき
ぼう）という大変お徳の高い天狗様が居られ、その有難い御蔭（おかげ）をお面と箕（み）で現しております。新年の招福・招運に毎
年新しくお飾り下さい。

③干支置物 （寸法：9㎝×14㎝）
　年毎、新しき干支を陶器の置物にて作成しております。一年間の慶賀としてお飾り下さい。

④御塩（280g）お供え、お清め、お食事等にご利用下さい。
⑤教化カレンダー （上下見開きA３サイズ）

②御神酒 （寸法：19㎝×7㎝）
　金粉入りのお目出度い御神酒（おみき）です。一年の契機、好き（よき）時（とき）にお召し上がり下さい。

※

干
支
の
置
物
は
辰
に
な
り
ま
す

受付は、神社メール、FAX、社務所窓口でござい
ます。※当社先達会付をお持ちの方、又は社報申
し込みの方のみ電話受付致します。

初穂料 ￥5,000円也（送料着払い）（7点）
・振り込み用紙を同送致します。（※招福セットは、12月20日迄にご自宅へお届け致します。）　

①福箕 ②御神酒 ③干支置物 ④御塩 ⑤神社カレンダー ⑥石鎚魔除け猿 ⑦天てんおみくじ

⑥石鎚魔除け猿 （寸法：約3㎝×約2㎝） ※一つ一つ手作りの為、猿の色柄・大きさは全て異なっております。
　石鎚みやげの伝統であります「石鎚魔除け猿」は、江戸時代の頃よりお山へ登拝する方が身につけていました。石鎚山に懸かる鎖
へ一心に身を預けよじ登る姿を現しているとされ、さるは猿(申)＝去るに通じ災難厄除などの意味もあります。

新しく天てんおみくじが、入っています。　

⑦天てんおみくじ （天狗のおみくじ） 天てん（天狗様のキャラクター愛称）は幸運を呼ぶ神様です。どうぞ良き所にお飾り下さい。
（※天てんの下の方にある赤い紐を引き抜くと中におみくじと願い事用紙が入っています。願い事用紙は、お願い事をお書きになら
れ神棚にお供えするか、成就社に参拝される際にご持参下さい。成就社の神職が、願い事を読み上げ致します。）
霊峰石鎚山を住処とする天狗「石鎚山法起坊」は「天狗経」の48天狗に数えられ、日本八大天狗のひとりとも別格ともされる大天狗
です。また石鎚山法起坊は、石鎚山を開いた役小角その人であるとも言われています。 （三号守）　9.5㎝×6㎝（三号守）　9.5㎝×6㎝（三号守）　9.5㎝×6㎝

星
祭
特
別
三
号
守
・
六
号
守　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

千
円
以
上

（一号守）  　16㎝×9㎝（一号守）  　16㎝×9㎝（一号守）  　16㎝×9㎝

星
祭
特
別
一
号
守
・
六
号
守　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
千
円
以
上

　
　
　
　
　
　

   

（六号守）　　6㎝×3㎝（六号守）　　6㎝×3㎝（六号守）　　6㎝×3㎝

星
祭
特
別
六
号
守　

三
百
円
以
上

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

　

星
祭
り
と
は
、
年
の
変
わ
り
目
に

各
人
の
持
つ
「
生
ま
れ
星
」
を
祭
り
、

悪
い
年
は
災
難
を
免
れ
る
よ
う
に
、

良
い
年
は
一
層
良
く
な
る
よ
う
に
と

一
年
間
の
幸
福
と
除
災
の
祈
願
を
石

鎚
大
神
の
御
神
徳
を
い
た
だ
い
て
、

本
年
以
上
に
幸
多
き
年
と
な
り
ま
す

こ
と
を
祈
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

祈
願
札
に
、
ご
氏
名
を
記
入
奉
製

し
、
冬
至
の
日
の
夕
刻
よ
り
節
分
の

日
ま
で
、
神
職
が
朝
夕
に
清
祓
・
ご

祈
願
い
た
し
ま
す
。

　

満
願
の
日
で
あ
る
節
分
の
日
に
は
、

本
社
に
て
古
神
札
神
納
浄
火
祭
に
次

い
で
節
分
祭
・
星
祭
祈
願
納
め
祭
が

斎
行
さ
れ
ま
す
。

　

た
く
さ
ん
の
方
々
の
お
申
し
込
み

と
祭
典
の
参
列
を
心
よ
り
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　

記

星
祭
祈
願
申
し
込
み
要
項

＊
お
申
し
込
み
は
、
所
属
組
合
長
・

　

教
会
長
・
遙
拝
所
長
を
始
め
、
先

　

達
教
師
の
各
位
並
び
に
お
世
話
を

　

こ
れ
ま
で
ご
奉
仕
の
各
位
を
通
じ

　

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

心
当
た
り
が
無
い
方
は
、
本
社
星

　

祭
り
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

＊
祈
願
札
は
、
節
分
の
後
に
お
世

　

話
人
様
に
発
送
し
、
皆
様
方
に

　

は
お
世
話
人
様
よ
り
お
受
け
取

　

り
い
た
だ
き
ま
す
。

令
和
五
年
十
二
月
二
十
二
日
（
冬
至
）

星
祭
祈
願
始
め
祭　

午
後
四
時
よ
り

令
和
六
年
二
月
三
日
（
節
分
の
日
）

星
祭
祈
願
納
め
祭　

午
前
十
一
時
よ
り

お
願
い

お
申
し
込
み
各
位
に
は
、
楷
書
に

て
文
字
を
は
っ
き
り
丁
寧
に
ご
記

入
く
だ
さ
い
。
こ
れ
を
以
て
神
札

に
記
入
し
ま
す
の
で
、
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
本
年
も
帳
面
表
紙
に
「
お
世

　

話
人
補
佐
」
の
欄
を
設
け
て
お
り

　

ま
す
。
こ
れ
に
は
お
世
話
人
の
お

　

手
伝
い
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り

　

ま
す
方
の
氏
名
・
連
絡
先
を
ご
記

　

入
く
だ
さ
い
。
こ
れ
は
、
お
名
前

　

な
ど
記
入
不
足
が
あ
っ
た
場
合
、

　

確
認
等
を
取
ら
せ
て
い
た
だ
く

　

た
め
に
お
伺
い
し
て
い
ま
す
。

　

な
に
と
ぞ
ご
協
力
お
願
い
し
ま

　

す
。

　

ま
た
三
千
円
未
満
で
お
申
し
込

　

み
頂
き
ま
し
た
方
に
は
、
送
料

　

百
円
を
別
途
お
供
え
頂
い
て
お

　

り
ま
す
。　
　
　

　

そ
の
他
、
ご
質
問
や
不
明
な
点
、

　

お
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た

　

ら
、
本
社
星
祭
り
係
ま
で
お
尋

　

ね
く
だ
さ
い
。 

     　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

以
上

（二号守） 13.5㎝×7.5㎝（二号守） 13.5㎝×7.5㎝（二号守） 13.5㎝×7.5㎝

星
祭
特
別
二
号
守
・
六
号
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
千
円
以
上

（木　札） 高さ37cm（木　札） 高さ37cm（木　札） 高さ37cm

星
祭
祈
願
特
別
木
札
・
六
号
守　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

五
千
円
以
上

（五号守）　6.5㎝×3㎝（五号守）　6.5㎝×3㎝（五号守）　6.5㎝×3㎝

星
祭
特
別
五
号
守　

五
百
円
以
上

星
祭
り
祈
願
の
ご
案
内

星
祭
り
神
札
六
種
類
、
初
穂
料

第765号 （二ヶ月一回一日発行） 令和５年１１月１日石　鎚　社　報 第765号 （二ヶ月一回一日発行） 令和５年１１月１日石　鎚　社　報
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24×7×0.7（cm） 42×10×1.3（cm） 60×13×1.5（cm）

①
舟
中
札

②
小
木
札

③
大
木
札

×7×07（ ）

①
舟
中
札

新春特別祈祷用木札

　

石
鎚
神
社
で
は
、
新
春
特
別
祈
祷
を
、
元
旦
よ
り
三
日

間
、
斎
行
致
し
ま
す
。

　

私
達
は
日
頃
よ
り
、
天
地
自
然
の
恵
み
の
中
で
生
か
せ

て
戴
い
て
お
り
、
よ
り
豊
か
な
意
義
の
あ
る
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
と
も
す
れ
ば
、
健
康
を
害
し
、
心

の
調
和
が
乱
れ
、
人
間
関
係
が
円
滑
に
行
わ
れ
ず
、
日
常

生
活
に
支
障
を
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

新
し
く
年
を
迎
え
る
に
当
た
り
災
厄
か
ら
の
が
れ
、
家

内
仲
睦
ま
じ
く
健
康
に
、
諸
願
成
就
の
御
守
護
を
願
う
特

別
祈
祷
を
、
御
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

尚
、
初
穂
料
は
下
記
の
通
り
で
す
。

新
春
特
別
祈
祷
初
穂
料

　
　
　
　

大
木
札　
　

壱
万
円
以
上

　
　
　
　

小
木
札　
　

五
千
円
以
上

　
　
　
　

舟
中
札　
　

五
千
円
以
上

申
込
先

　

〒
七
九
三
ー
八
五
五
五

　

愛
媛
県
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

　

石
鎚
神
社　

新
春
特
別
祈
祷
係

T
E
L　

〇
八
九
七
ー
五
五
ー
四
〇
四
四

F
A
X　
　
　
　
　
　

五
五
ー
七
二
四
二

石
鎚
神
社

新
春
特
別
祈
祷
の
御
案
内

正
月
一
日
〜
三
日
ま
で
連
日

　

申
込
み
の
方
々
を
御
祈
祷
！

三
日
間
、本
殿
で
御
祈
祷
後
、

　

新
春
特
別
祈
祷
神
札
を
、お
届
け
し
ま
す
。

祈　祷　者　名　簿 初穂料合計一金　　　　　　円也

令和　　　年　　　月　　　日

〒　番号　　　　　　No.

大平
昭令 年　　月　　日

〒

円

初
穂
料

願
意

住
所生年月日

氏　　　名
（フリガナ）

住　所

◎送金方法　　　①郵便振替　　　②現金書留

大平
昭令 年　　月　　日

〒

円

初
穂
料

願
意

住
所生年月日

祈願内容
　　○家内安全　　○厄除延命　　

○当病平癒　　○身体健康
○海上安全　　○職場安全
○試験合格　　○商業繁栄
○学業成就　　○良縁成就
○交通安全　　○心願成就

令和　　　年　　　月　

石鎚神社新春祈祷申込書

発　送　先

氏　名

氏　　　名
（フリガナ）

木
札
番
号

木
札
番
号

祈願一件につき右記を参照に
祈祷木札の番号を記入下さい。
お札の大きさは１０ページを
参照下さい。

舟中札…① 小木札…② 大木札…③

5,000 円以上…①、②
10,000 円以上…①、②、③

左記申込用紙を御利用下さい。
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上
、
ご
参
列
い
た
だ
き
ま
し
た

方
々
に
大
神
様
の
ご
守
護
に
感
謝

す
る
玉
串
拝
礼
を
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

お
火
焚
き
祈
願
祭
で
は
、
十
亀

権
宮
司
に
よ
り
、
六
二
三
本
の
祈

願
木
に
書
か
れ
た
皆
様
の
願
い
事

を
一
本
一
本
読
み
上
げ
祈
願
、
ま

た
参
列
者
と
共
に
大
阪
府　

瑞
明

遙
拝
所
長　

名
誉
部
長　

西
川
昌

宏
先
生
の
先
導
で
、
大
祓
詞
・
般

若
心
経
読
誦
、
成
就
し
ま
す
よ
う

心
一
つ
に
祈
願
い
た
し
ま
し
た
。

祭
典
終
了
後
に
は
例
大
祭
専
用
の

お
札
を
参
列
者
全
員
に
お
渡
し
し

ま
し
た
。

　

石
鎚
神
社
中
宮
成
就
社
境
内
に

ご
鎮
座
さ
れ
ま
す
八
大
龍
王
社
に

於
き
ま
し
て
、
例
大
祭
並
び
に
、

お
火
焚
き
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
お
山
開
き
大
祭
同
様
、

通
常
に
戻
し
例
大
祭
斎
行
を
計
画

致
し
ま
し
た
が
、
台
風
六
号
の
影

響
の
為
に
、
隣
の
見
返
り
遥
拝
殿

内
に
祭
壇
を
組
ん
で
の
斎
行
と
な

り
ま
し
た
。

　

台
風
特
有
、
ま
た
、
お
山
特
有

の
天
候
で
、
日
が
差
し
た
り
風
雨

激
し
く
な
っ
た
り
と
目
ま
ぐ
る
し

く
天
候
が
変
わ
る
な
か
、
武
智
宮

司
が
例
大
祭
を
言
祝
ぐ
祝
詞
を
奏

　

尚
、
例
大
祭
に
合
わ
せ
八
大
龍

王
社
の
鈴
の
尾
を
大
阪
府　

瑞
明

遙
拝
所
長　

名
誉
部
長　

西
川
昌

宏
先
生
よ
り
ご
奉
納
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
紹
介
に
て
篤
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
八
大
龍
王
社
の
御
神
威

の
発
揚
、
信
徒
皆
様
の
御
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

記　

権
禰
宜　

佐
々
木

-１４--１５-

八
大
龍
王
社　

例
大
祭

　
　
　
　

令
和
五
年
八
月
八
日
斎
行

八
大
龍
王
社　

例
大
祭

　
　
　
　

令
和
五
年
八
月
八
日
斎
行

八
大
龍
王
社　

例
大
祭

　
　
　
　

令
和
五
年
八
月
八
日
斎
行

長
寿
祭
斎
行

令
和
五
年
九
月
十
五
日

長
寿
祭
斎
行

　

令
和
五
年
九
月
十
五
日

長
寿
祭
斎
行

令
和
五
年
九
月
十
五
日

　

朝
夕
に
秋
の
訪
れ
を
感
じ
る

九
月
十
五
日
午
前
十
時
斎
行
の

月
次
祭
に
併
せ
、
数
え
年
八
十

歳
迎
え
ら
れ
た
神
社
先
達
・
本

教
教
師
・
敬
神
婦
人
会
の
皆
様

を
祝
う
長
寿
祭
が
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
三
名
の
該
当
が
あ
り
、

感
謝
状
・
ハ
ン
テ
ン
・
敬
神
婦

人
会
よ
り
風
呂
敷
と
バ
ッ
グ
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

八
十
歳
・
傘
寿
を
迎
え
ら
れ

た
皆
様
方
に
は
、
石
鎚
信
仰
を

す
る
中
で
多
く
の
お
陰
と
喜
び

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
大
神
様
の
お
導
き
を
戴
か
れ
、

ご
健
康
で
ご
多
幸
で
あ
り
ま
す

こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
お

名
前
を
ご
紹
介
し
報
告
と
さ
せ

て
戴
き
ま
す
。

石
鎚
敬
神
婦
人
会

・
大
分
石
鎚
支
部　

　
　
　
　
　
　
　

   

三
重
野
敏
子

・
足
摺
岬
支
部　

   

榊
原
茂
都
女

・
足
摺
岬
支
部　

戎
井　

亀
子

（
順
不
同
・
敬
称
略
)

長
寿
祭
御
芳
名

務
総
代
本
教
理
事
が
参
列
さ
れ
ま

し
た
。

　

先
ず
、
開
式
太
鼓
・
立
螺
の
心

地
い
い
響
に
始
ま
り
、
祭
典
開
始

の
拝
礼
を
し
、
組
合
長
に
よ
る
祝

詞
奏
上
申
し
上
げ
ま
し
た
。
美
馬

市
の
山
々
に
響
き
渡
る
心
地
の
い

い
祝
詞
を
奏
上
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

本
社
宮
司
に
よ
る
祝
詞
奏
上
、

巫
女
に
よ
る
巫
女
の
舞
「
豊
栄
乃

舞
」
を
奉
納
し
祭
典
に
華
を
添
え
、

参
列
者
の
方
全
員
が
玉
串
に
報
恩

感
謝
の
誠
を
捧
げ
閉
式
太
鼓
に
よ

り
祭
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
御
神
像
拝
戴
神
事
に

去
る
九
月
十
七
日
、
美
馬
市
に

御
座
い
ま
す
「
脇
町
遙
拝
所
」
で
、

東
予
崇
敬
組
合
大
祭
が
名
誉
部
長

少
教
正
、
藤
本
敏
男
組
合
長
を
中

心
に
盛
大
克
つ
厳
粛
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
組
合
管
内
の
教
会
、

遥
拝
所
、
講
社
他
崇
敬
者
の
方
々

が
参
列
さ
れ
、
本
社
よ
り
武
智
宮

司
以
下
職
員
・
巫
女
・
平
岡
明
常

移
り
、
先
達
の
方
を
中
心
に
皆
さ

ん
一
心
に
背
中
へ
お
受
け
に
な
ら

れ
ま
し
た
。

　

祭
典
後
に
は
参
列
し
て
頂
い
た

方
々
と
懇
親
会
を
し
て
、
和
気

藹
々
と
し
た
空
気
の
中
、
昔
話
に

も
華
が
咲
き
ま
し
た
。

東
予
崇
敬
組
合
大
祭
斎
行

東
予
崇
敬
組
合
大
祭 

斎
行

東
予
崇
敬
組
合
大
祭
斎
行

こ
れ
よ
り
後
も
、
東
予
崇
敬
組

合
に
所
属
さ
れ
る
教
会
・
遥
拝

所
・
講
社
の
皆
様
が
一
丸
と
な

り
、
組
合
の
繁
栄
、
教
会
・
遥

拝
所
・
講
社
の
弥
栄
と
布
教
教

化
、
更
に
は
地
域
活
性
化
に
御

尽
力
な
さ
れ
ま
す
事
を
御
礼
念

申
し
上
げ
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

記　

出
仕　

田
窪　

芳
弘

【
日　

時
】

令
和
五
年
九
月
十
七
日
（
日
）

【
場
所
】

  

脇
町
遙
拝
所

藤
本
敏
男　

組
合
長

名
誉
部
長

少
教
正
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龍
王
社
に

於
き
ま
し
て
、
例
大
祭
並
び
に
、

お
火
焚
き
祈
願
祭
が
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
回
は
、
お
山
開
き
大
祭
同
様
、

通
常
に
戻
し
例
大
祭
斎
行
を
計
画

致
し
ま
し
た
が
、
台
風
六
号
の
影

響
の
為
に
、
隣
の
見
返
り
遥
拝
殿

内
に
祭
壇
を
組
ん
で
の
斎
行
と
な

り
ま
し
た
。

　

台
風
特
有
、
ま
た
、
お
山
特
有

の
天
候
で
、
日
が
差
し
た
り
風
雨

激
し
く
な
っ
た
り
と
目
ま
ぐ
る
し

く
天
候
が
変
わ
る
な
か
、
武
智
宮

司
が
例
大
祭
を
言
祝
ぐ
祝
詞
を
奏

　

尚
、
例
大
祭
に
合
わ
せ
八
大
龍

王
社
の
鈴
の
尾
を
大
阪
府　

瑞
明

遙
拝
所
長　

名
誉
部
長　

西
川
昌

宏
先
生
よ
り
ご
奉
納
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ご
紹
介
に
て
篤
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
八
大
龍
王
社
の
御
神
威

の
発
揚
、
信
徒
皆
様
の
御
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

記　

権
禰
宜　

佐
々
木

-１４--１５-

八
大
龍
王
社　

例
大
祭

　
　
　
　

令
和
五
年
八
月
八
日
斎
行

八
大
龍
王
社　

例
大
祭

　
　
　
　

令
和
五
年
八
月
八
日
斎
行

八
大
龍
王
社　

例
大
祭

　
　
　
　

令
和
五
年
八
月
八
日
斎
行

長
寿
祭
斎
行

令
和
五
年
九
月
十
五
日

長
寿
祭
斎
行

　

令
和
五
年
九
月
十
五
日

長
寿
祭
斎
行

令
和
五
年
九
月
十
五
日

　

朝
夕
に
秋
の
訪
れ
を
感
じ
る

九
月
十
五
日
午
前
十
時
斎
行
の

月
次
祭
に
併
せ
、
数
え
年
八
十

歳
迎
え
ら
れ
た
神
社
先
達
・
本

教
教
師
・
敬
神
婦
人
会
の
皆
様

を
祝
う
長
寿
祭
が
斎
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

当
日
は
三
名
の
該
当
が
あ
り
、

感
謝
状
・
ハ
ン
テ
ン
・
敬
神
婦

人
会
よ
り
風
呂
敷
と
バ
ッ
グ
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

八
十
歳
・
傘
寿
を
迎
え
ら
れ

た
皆
様
方
に
は
、
石
鎚
信
仰
を

す
る
中
で
多
く
の
お
陰
と
喜
び

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今
後

も
大
神
様
の
お
導
き
を
戴
か
れ
、

ご
健
康
で
ご
多
幸
で
あ
り
ま
す

こ
と
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
お

名
前
を
ご
紹
介
し
報
告
と
さ
せ

て
戴
き
ま
す
。

石
鎚
敬
神
婦
人
会

・
大
分
石
鎚
支
部　

　
　
　
　
　
　
　

   

三
重
野
敏
子

・
足
摺
岬
支
部　

   

榊
原
茂
都
女

・
足
摺
岬
支
部　

戎
井　

亀
子

（
順
不
同
・
敬
称
略
)

長
寿
祭
御
芳
名

務
総
代
本
教
理
事
が
参
列
さ
れ
ま

し
た
。

　

先
ず
、
開
式
太
鼓
・
立
螺
の
心

地
い
い
響
に
始
ま
り
、
祭
典
開
始

の
拝
礼
を
し
、
組
合
長
に
よ
る
祝

詞
奏
上
申
し
上
げ
ま
し
た
。
美
馬

市
の
山
々
に
響
き
渡
る
心
地
の
い

い
祝
詞
を
奏
上
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　

本
社
宮
司
に
よ
る
祝
詞
奏
上
、

巫
女
に
よ
る
巫
女
の
舞
「
豊
栄
乃

舞
」
を
奉
納
し
祭
典
に
華
を
添
え
、

参
列
者
の
方
全
員
が
玉
串
に
報
恩

感
謝
の
誠
を
捧
げ
閉
式
太
鼓
に
よ

り
祭
典
を
終
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
御
神
像
拝
戴
神
事
に

去
る
九
月
十
七
日
、
美
馬
市
に

御
座
い
ま
す
「
脇
町
遙
拝
所
」
で
、

東
予
崇
敬
組
合
大
祭
が
名
誉
部
長

少
教
正
、
藤
本
敏
男
組
合
長
を
中

心
に
盛
大
克
つ
厳
粛
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
組
合
管
内
の
教
会
、

遥
拝
所
、
講
社
他
崇
敬
者
の
方
々

が
参
列
さ
れ
、
本
社
よ
り
武
智
宮

司
以
下
職
員
・
巫
女
・
平
岡
明
常

移
り
、
先
達
の
方
を
中
心
に
皆
さ

ん
一
心
に
背
中
へ
お
受
け
に
な
ら

れ
ま
し
た
。

　

祭
典
後
に
は
参
列
し
て
頂
い
た

方
々
と
懇
親
会
を
し
て
、
和
気

藹
々
と
し
た
空
気
の
中
、
昔
話
に

も
華
が
咲
き
ま
し
た
。

東
予
崇
敬
組
合
大
祭
斎
行

東
予
崇
敬
組
合
大
祭 

斎
行

東
予
崇
敬
組
合
大
祭
斎
行

こ
れ
よ
り
後
も
、
東
予
崇
敬
組

合
に
所
属
さ
れ
る
教
会
・
遥
拝

所
・
講
社
の
皆
様
が
一
丸
と
な

り
、
組
合
の
繁
栄
、
教
会
・
遥

拝
所
・
講
社
の
弥
栄
と
布
教
教

化
、
更
に
は
地
域
活
性
化
に
御

尽
力
な
さ
れ
ま
す
事
を
御
礼
念

申
し
上
げ
ご
報
告
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

記　

出
仕　

田
窪　

芳
弘

【
日　

時
】

令
和
五
年
九
月
十
七
日
（
日
）

【
場
所
】

  

脇
町
遙
拝
所

藤
本
敏
男　

組
合
長

名
誉
部
長

少
教
正
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※
当
該
教
会
名

　

宗
教
法
人
石
鎚
本
教
富
海
教
会

※
鎮
座
地

　

山
口
県
防
府
市

※
代
表
役
員
・
教
会
長

（
任
期
は
終
身
）

　

松
岡　

英
二

※
責
任
役
員

（
代
表
役
員
含
み
規
則
定
数
五
名
、

　

任
期
は
四
年
）

　
　

岡
本　

正
浩　
　

市
川　

勝
巳

　
　

伊
藤　

美
鈴　
　

佐
藤
美
千
代

※
監
事

（
規
則
定
数
二
名
、
任
期
は
四
年
）

　
　

段
田
真
理
子　
　

川
上
美
代
子

　

右
、
令
和
五
年
十
月
一
日
付

管
長
辞
令
発
令

-１６--１７-

　

田
邊　

江
命
は
昭
和
六
年
に
生
を

受
け
、
子
供
心
に
下
関
教
会
初
代
教

会
長
の
田
邊
初
吉
翁
の
御
姿
に
心
を

打
た
れ
、
後
日
先
達
を
拝
命
。
爾
来
、

そ
の
生
涯
を
通
し
て
石
鎚
大
神
様
に

お
仕
え
さ
れ
た
。

　

下
関
教
会
長
を
四
十
九
年
間
ご
奉

仕
、
御
山
開
き
大
祭
は
五
十
年
以
上

を
ご
奉
仕
、
山
口
崇
敬
組
合
長
、
石

鎚
本
教
理
事
を
歴
任
さ
れ
た
。
石
鎚

山
の
回
峰
行
た
る
三
十
六
王
子
社

巡
拝
に
も
心
を
尽
く
さ
れ
、
山
中

に
響
く
凛
と
し
た
お
声
は
今
も
っ

て
心
に
響
く
。

　

時
に
叱
咤
激
励
す
る
言
乃
葉
は

鋭
く
も
正
鵠
を
得
て
、
そ
の
口
調

の
向
こ
う
側
に
は
優
し
さ
が
溢
れ
、

聞
く
人
を
素
直
に
さ
せ
た
。
ま
た

時
に
は
素
敵
で
可
愛
い
女
性
で
あ

り
、
人
に
愛
さ
れ
る
方
で
あ
っ
た
。

　

告
別
式
は
九
月
七
日
、
下
関
市

内
で
行
わ
れ
、
武
智
宮
司
管
長
、

曽
我
部
洋
輔
権
禰
宜
が
参
向
、
親

族
で
あ
る
加
藤
法
泰
本
教
理
事
始

め
皆
様
と
共
に
、
命
に
久
遠
の
お

別
れ
を
申
し
上
げ
た
。
送
る
に
弔

辞
を
奉
り
勲
金
を
呈
す
。

　

田
邊　

江
刀
自
命
の
御
霊
安
か

れ
と
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
報
告

と
致
し
ま
す
。

文
責
、
武
智
。

喪
主　

下
関
教
会　

教
会
長

　
　
　

田
邊　

和
彦　

様

〒
七
五
二
ー
〇
九
三
一

山
口
県
下
関
市
松
小
田
三
〇
六

℡
〇
八
三
ー
二
四
五
ー
〇
六
六
六

帰　
　

天

石
鎚
本
教　

名
誉
顧
問

下
関
教
会　

名
誉
教
会
長

　

最
高
功
労
章　

金
之
笏　

拝
受

　

石
鎚
本
教
功
労
章　

拝
受

　

元
老
大
顧
問
・
大
教
正

田
邊　
　

江　

刀
自
命

九
月
三
日　

天
寿
九
十
二
才

教
会
等
級　

昇
格

　

令
和
五
年
十
月
五
日
付

準
三
等
教
会

広
島
県　

広
島
西
教
会

・
教
会
長　

初
谷
忠
彦

　

元
老
・
権
大
講
義

・
昭
和
三
十
五
年　

宮
島
遙
拝
所

　

と
し
て
開
所
、
平
成
十
六
年
教

　

会
へ
昇
格

・
遙
拝
所
開
所
よ
り
六
十
三
年
目
、

　

連
綿
と
祭
祀
を
行
い
、
夏
山
大

　

祭
に
団
体
参
拝
を
重
ね
る
。

・
初
代
所
長
、
初
谷
衛
子
先
生
よ

　

り
、
初
谷
忠
葛
先
生
、
初
谷
雅

　

通
先
生
の
御
跡
を
継
ぎ
、
忠
彦

　

教
会
長
と
、
四
代
に
亘
り
、
奉

　

職
。

・
豊
友
会
員
と
し
て
、
夏
山
大
祭

　

神
職
室
課
長
を
奉
仕
。

　

ま
た
、
頂
上
社
奉
仕
、
成
就
社

　

奉
仕
、
春
秋
大
祭
、
教
師
講
習

　

会
、
三
十
六
王
子
社
巡
拝
に
も

　

奉
仕
を
重
ね
る

記　

権
禰
宜　

佐
々
木

お
詫
び
と
訂
正

お
詫
び
と
訂
正

お
詫
び
と
訂
正

お
詫
び
と
訂
正

社
報
九
・
十
月
号
に
て
先
達
階
級

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
、
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

社
報
九
・
十
月
号　

二
ペ
ー
ジ
上
段

総
括
責
任
者

（
正
）
西　

昭
和　

大
監
長

（
誤
）
西　

昭
和　

副
大
監
長

金
幣
奉
持
者

（
正
）
藤
本
孝
一　

特
選
部
長

（
誤
）
藤
本
孝
一　

特
別
大
監
長

二
番　

智
の
御
神
像
奉
持

（
正
）
西　

勝
司　

大
会
長

（
誤
）
西　

勝
司　

大
取
締

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、
衷
心
よ
り

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教

社
報
九
・
十
月
号　

四
ペ
ー
ジ

令
和
五
年　

表
彰
状　

発
令

お
山
開
き
大
祭
に
お
い
て
、
新
先

達
五
名
以
上
育
成
さ
れ
た
方
へ
の

表
彰
状
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

大
分
崇
敬
組
合

　

尺
間
嶽
教
会　

田
島
大
悟

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

記　

権
禰
宜　

十
亀

　

十
亀
博
行
権
宮
司
、
曽
我
部
英
司

禰
宜
に
於
い
て
は
こ
の
た
び
揃
い
て
、

全
国
の
神
社
を
包
括
す
る
神
社
本
庁

よ
り
神
職
身
分
二
級
上
を
拝
受
し
た
。

　

神
職
階
級
は
浄
階
を
始
め
、
明
階
、

正
階
、
権
正
階
、
直
階
。
神
職
身
分

は
特
級
を
始
め
一
級
、
二
級
上
、
二

級
、
三
級
、
四
級
と
さ
れ
て
い

る
。
愛
媛
県
内
の
現
在
の
神
職

総
数
四
四
五
名
中
、
二
級
上
の

神
職
は
三
十
一
名
と
、
一
割
に

も
満
た
な
い
神
職
と
な
る
。

　

辞
令
は
神
社
本
庁
よ
り
発
令

後
、
去
る
秋
季
例
大
祭
の
御
神

前
に
て
、
愛
媛
県
神
社
庁
顧
問

で
あ
る
十
亀
興
美
名
誉
宮
司
管

長
よ
り
伝
達
さ
れ
た
。

　

こ
れ
も
偏
に
石
鎚
大
神
様
の

賜
物
と
、
信
徒
の
皆
さ
ま
の
お

陰
、
当
人
の
長
年
の
功
労
功
績

に
よ
る
も
の
と
存
じ
て
お
り
ま

す
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、

ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

　

両
名
は
以
降
、
紫
地
綾
薄
共

八
藤
紋
の
袴
を
常
用
し
ま
す
。

文
責
、
武
智
。

神
職
身
分　

二
級
上　

拝
受

教
会
役
員

　

辞
令
発
令

ト
ノ
ミ

十
亀　

博
行　

権
宮
司

曽
我
部
英
司　

禰
宜

　

去
る
、
十
月
五
日
、
石
鎚
本
教
秋

季
例
大
祭
に
、
東
予
崇
敬
組
合
の
徳

島
支
部
の
皆
さ
ま
が
、
投
げ
餅
を
奉

納
頂
き
ま
し
た
。

　

石
鎚
大
神
様
へ
の
献
上
の
思
い
を

込
め
、
丹
念
に
一
つ
ず
つ
作
り
上
げ

て
の
ご
奉
納
で
す
。

　

皆
様
の
笑
顔
の
ご
奉
仕
に
、
大
神

様
も
お
喜
び
、
大
祭
当
日
は
実
に
盛

大
な
餅
投
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　

深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
、
ご
奉
仕

の
皆
さ
ま
の
ご
紹
介
と
致
し
ま
す
。

権
宮
司　

十
亀　

博
行
。

　

武
田　

喜
善　

・　

星
川　

弘
明

　

藤
本　

敏
男　

・　

藤
本　

園
枝

　

佐
藤　

幸
子　

・　

石
田　

修

　

藤
本　

京
子　

・　

河
合　

純
子

　

平
岡　

武
子　

・　

石
井
富
三
子

　

梶
浦　

和
恵　

・　

武
田
み
ど
り

　

藤
本　

幹
世　

・　

上
田
佐
知
子

　

住
友　

敬
子（

順
不
同
・
敬
称
略
）

投
げ
餅 

ご
奉
納

為
、石
鎚
本
教　

秋
季
例
大
祭

投
げ
餅 

ご
奉
納

為
、石
鎚
本
教　

秋
季
例
大
祭

東
予
崇
敬
組
合　

徳
島
支
部

支
部
長　

武
田
喜
善　

名
誉
部
長

ご
奉
仕
・
ご
奉
納
者
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※
当
該
教
会
名

　

宗
教
法
人
石
鎚
本
教
富
海
教
会

※
鎮
座
地

　

山
口
県
防
府
市

※
代
表
役
員
・
教
会
長

（
任
期
は
終
身
）

　

松
岡　

英
二

※
責
任
役
員

（
代
表
役
員
含
み
規
則
定
数
五
名
、

　

任
期
は
四
年
）

　
　

岡
本　

正
浩　
　

市
川　

勝
巳

　
　

伊
藤　

美
鈴　
　

佐
藤
美
千
代

※
監
事

（
規
則
定
数
二
名
、
任
期
は
四
年
）

　
　

段
田
真
理
子　
　

川
上
美
代
子

　

右
、
令
和
五
年
十
月
一
日
付

管
長
辞
令
発
令

-１６--１７-

　

田
邊　

江
命
は
昭
和
六
年
に
生
を

受
け
、
子
供
心
に
下
関
教
会
初
代
教

会
長
の
田
邊
初
吉
翁
の
御
姿
に
心
を

打
た
れ
、
後
日
先
達
を
拝
命
。
爾
来
、

そ
の
生
涯
を
通
し
て
石
鎚
大
神
様
に

お
仕
え
さ
れ
た
。

　

下
関
教
会
長
を
四
十
九
年
間
ご
奉

仕
、
御
山
開
き
大
祭
は
五
十
年
以
上

を
ご
奉
仕
、
山
口
崇
敬
組
合
長
、
石

鎚
本
教
理
事
を
歴
任
さ
れ
た
。
石
鎚

山
の
回
峰
行
た
る
三
十
六
王
子
社

巡
拝
に
も
心
を
尽
く
さ
れ
、
山
中

に
響
く
凛
と
し
た
お
声
は
今
も
っ

て
心
に
響
く
。

　

時
に
叱
咤
激
励
す
る
言
乃
葉
は

鋭
く
も
正
鵠
を
得
て
、
そ
の
口
調

の
向
こ
う
側
に
は
優
し
さ
が
溢
れ
、

聞
く
人
を
素
直
に
さ
せ
た
。
ま
た

時
に
は
素
敵
で
可
愛
い
女
性
で
あ

り
、
人
に
愛
さ
れ
る
方
で
あ
っ
た
。

　

告
別
式
は
九
月
七
日
、
下
関
市

内
で
行
わ
れ
、
武
智
宮
司
管
長
、

曽
我
部
洋
輔
権
禰
宜
が
参
向
、
親

族
で
あ
る
加
藤
法
泰
本
教
理
事
始

め
皆
様
と
共
に
、
命
に
久
遠
の
お

別
れ
を
申
し
上
げ
た
。
送
る
に
弔

辞
を
奉
り
勲
金
を
呈
す
。

　

田
邊　

江
刀
自
命
の
御
霊
安
か

れ
と
お
祈
り
申
し
上
げ
、
ご
報
告

と
致
し
ま
す
。

文
責
、
武
智
。

喪
主　

下
関
教
会　

教
会
長

　
　
　

田
邊　

和
彦　

様

〒
七
五
二
ー
〇
九
三
一

山
口
県
下
関
市
松
小
田
三
〇
六

℡
〇
八
三
ー
二
四
五
ー
〇
六
六
六

帰　
　

天

石
鎚
本
教　

名
誉
顧
問

下
関
教
会　

名
誉
教
会
長

　

最
高
功
労
章　

金
之
笏　

拝
受

　

石
鎚
本
教
功
労
章　

拝
受

　

元
老
大
顧
問
・
大
教
正

田
邊　
　

江　

刀
自
命

九
月
三
日　

天
寿
九
十
二
才

教
会
等
級　

昇
格

　

令
和
五
年
十
月
五
日
付

準
三
等
教
会

広
島
県　

広
島
西
教
会

・
教
会
長　

初
谷
忠
彦

　

元
老
・
権
大
講
義

・
昭
和
三
十
五
年　

宮
島
遙
拝
所

　

と
し
て
開
所
、
平
成
十
六
年
教

　

会
へ
昇
格

・
遙
拝
所
開
所
よ
り
六
十
三
年
目
、

　

連
綿
と
祭
祀
を
行
い
、
夏
山
大

　

祭
に
団
体
参
拝
を
重
ね
る
。

・
初
代
所
長
、
初
谷
衛
子
先
生
よ

　

り
、
初
谷
忠
葛
先
生
、
初
谷
雅

　

通
先
生
の
御
跡
を
継
ぎ
、
忠
彦

　

教
会
長
と
、
四
代
に
亘
り
、
奉

　

職
。

・
豊
友
会
員
と
し
て
、
夏
山
大
祭

　

神
職
室
課
長
を
奉
仕
。

　

ま
た
、
頂
上
社
奉
仕
、
成
就
社

　

奉
仕
、
春
秋
大
祭
、
教
師
講
習

　

会
、
三
十
六
王
子
社
巡
拝
に
も

　

奉
仕
を
重
ね
る

記　

権
禰
宜　

佐
々
木

お
詫
び
と
訂
正

お
詫
び
と
訂
正

お
詫
び
と
訂
正

お
詫
び
と
訂
正

社
報
九
・
十
月
号
に
て
先
達
階
級

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
こ
に

深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
、
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

社
報
九
・
十
月
号　

二
ペ
ー
ジ
上
段

総
括
責
任
者

（
正
）
西　

昭
和　

大
監
長

（
誤
）
西　

昭
和　

副
大
監
長

金
幣
奉
持
者

（
正
）
藤
本
孝
一　

特
選
部
長

（
誤
）
藤
本
孝
一　

特
別
大
監
長

二
番　

智
の
御
神
像
奉
持

（
正
）
西　

勝
司　

大
会
長

（
誤
）
西　

勝
司　

大
取
締

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
、
衷
心
よ
り

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教

社
報
九
・
十
月
号　

四
ペ
ー
ジ

令
和
五
年　

表
彰
状　

発
令

お
山
開
き
大
祭
に
お
い
て
、
新
先

達
五
名
以
上
育
成
さ
れ
た
方
へ
の

表
彰
状
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。

大
分
崇
敬
組
合

　

尺
間
嶽
教
会　

田
島
大
悟

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
申

し
上
げ
、
ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

記　

権
禰
宜　

十
亀

　

十
亀
博
行
権
宮
司
、
曽
我
部
英
司

禰
宜
に
於
い
て
は
こ
の
た
び
揃
い
て
、

全
国
の
神
社
を
包
括
す
る
神
社
本
庁

よ
り
神
職
身
分
二
級
上
を
拝
受
し
た
。

　

神
職
階
級
は
浄
階
を
始
め
、
明
階
、

正
階
、
権
正
階
、
直
階
。
神
職
身
分

は
特
級
を
始
め
一
級
、
二
級
上
、
二

級
、
三
級
、
四
級
と
さ
れ
て
い

る
。
愛
媛
県
内
の
現
在
の
神
職

総
数
四
四
五
名
中
、
二
級
上
の

神
職
は
三
十
一
名
と
、
一
割
に

も
満
た
な
い
神
職
と
な
る
。

　

辞
令
は
神
社
本
庁
よ
り
発
令

後
、
去
る
秋
季
例
大
祭
の
御
神

前
に
て
、
愛
媛
県
神
社
庁
顧
問

で
あ
る
十
亀
興
美
名
誉
宮
司
管

長
よ
り
伝
達
さ
れ
た
。

　

こ
れ
も
偏
に
石
鎚
大
神
様
の

賜
物
と
、
信
徒
の
皆
さ
ま
の
お

陰
、
当
人
の
長
年
の
功
労
功
績

に
よ
る
も
の
と
存
じ
て
お
り
ま

す
。
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、

ご
報
告
と
致
し
ま
す
。

　

両
名
は
以
降
、
紫
地
綾
薄
共

八
藤
紋
の
袴
を
常
用
し
ま
す
。

文
責
、
武
智
。

神
職
身
分　

二
級
上　

拝
受

教
会
役
員

　

辞
令
発
令

ト
ノ
ミ

十
亀　

博
行　

権
宮
司

曽
我
部
英
司　

禰
宜

　

去
る
、
十
月
五
日
、
石
鎚
本
教
秋

季
例
大
祭
に
、
東
予
崇
敬
組
合
の
徳

島
支
部
の
皆
さ
ま
が
、
投
げ
餅
を
奉

納
頂
き
ま
し
た
。

　

石
鎚
大
神
様
へ
の
献
上
の
思
い
を

込
め
、
丹
念
に
一
つ
ず
つ
作
り
上
げ

て
の
ご
奉
納
で
す
。

　

皆
様
の
笑
顔
の
ご
奉
仕
に
、
大
神

様
も
お
喜
び
、
大
祭
当
日
は
実
に
盛

大
な
餅
投
げ
と
な
り
ま
し
た
。

　

深
く
御
礼
を
申
し
上
げ
、
ご
奉
仕

の
皆
さ
ま
の
ご
紹
介
と
致
し
ま
す
。

権
宮
司　

十
亀　

博
行
。

　

武
田　

喜
善　

・　

星
川　

弘
明

　

藤
本　

敏
男　

・　

藤
本　

園
枝

　

佐
藤　

幸
子　

・　

石
田　

修

　

藤
本　

京
子　

・　

河
合　

純
子

　

平
岡　

武
子　

・　

石
井
富
三
子

　

梶
浦　

和
恵　

・　

武
田
み
ど
り

　

藤
本　

幹
世　

・　

上
田
佐
知
子

　

住
友　

敬
子（

順
不
同
・
敬
称
略
）

投
げ
餅 

ご
奉
納

為
、石
鎚
本
教　

秋
季
例
大
祭

投
げ
餅 

ご
奉
納

為
、石
鎚
本
教　

秋
季
例
大
祭

東
予
崇
敬
組
合　

徳
島
支
部

支
部
長　

武
田
喜
善　

名
誉
部
長

ご
奉
仕
・
ご
奉
納
者
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-１８--１９-

【
場 　

所
】  
FM
愛
媛
第
1
ス
タ
ジ

オ
／
松
山
市
竹
原
町

【
番
組
名
＆
キ
ャ
ス
タ
ー
】

noonday pop

＆
ヒ
カ
ル

【
事
務
局
参
加
】

曽
我
部
英
司
事
務
局
長

岩
本
昌
美
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

　

過
日
、
成
就
地
区
を
ご
案
内
さ
せ

て
頂
い
た
方
の
ラ
ジ
オ
番
組
の
生
放

送
に
、
曽
我
部
事
務
局
長
が
本
業

の
石
鎚
神
社
祢
宜
の
立
場
と
森
の

学
校
事
務
局
長
の
立
場
で
出
演
依

頼
を
頂
き
、
談
笑
の
絶
え
な
い

コ
ー
ナ
ー
と
な
っ
た
中
、
シ
ッ
カ

リ
と
秋
の
石
鎚
山
と
石
鎚
神
社
の

御
神
像
拝
戴
神
事
な
ど
を
発
信
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

文
責　

事
務
局
長　

曽
我
部
英
司

　

恒
例
の
夏
の
定
例
事
業
が
４
年

振
り
に
催
行
さ
れ
ま
し
た
。
リ

ピ
ー
タ
ー
の
方
も
数
人
含
ま
れ
、

今
回
は
曽
我
部
事
務
局
長
の
後
継

予
定
の
十
亀
雅
史
さ
ん
が
見
学
を

兼
ね
て
の
初
参
加
。
天
候
も
良
く
、

早
朝
よ
り
山
頂
を
目
指
す
人
の
車

で
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
下
谷
駅
周
辺
の

駐
車
場
は
一
杯
で
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山

頂
駅
か
ら
ピ
ク
ニ
ッ
ク
園
地
経
由
、

【
日 　

時
】
8
月
13
日
（
日
）

11
時
〜
プ
ロ
グ
ラ
ム
ス
タ
ー
ト
〜

15
時
10
分
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
臨
時
便

下
山
解
散

【
場 　

所
】  

石
鎚
山
成
就
地
区（
松

山
市
駅
発
〜
西
条
市
内
経
由
｜
送

迎
バ
ス
運
行
有
り
）

【
講　

師
】
北
添
伸
夫
さ
ん
昆
虫

や
天
体
の
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン

【
主　

催
】

NPO
法
人
石
鎚
森
の
学
校

【
特
別
協
力
】
石
鎚
神
社

【
協　

力
】
面
河
渓
を
愛
す
る
会
、

石
鎚
み
や
ま
会
、
石
鎚
登
山
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
㈱

【
ツ
ア
ー
実
施
】

（
株
）
国
際
旅
行

【
参
加
者
】
合
計
18
人

曽
我
部
英
司
事
務
局
長
・
岩
本
昌

美
・
黒
河
由
佳
・
十
亀
雅
史
各
事

務
局
ス
タ
ッ
フ
、
藤
原
隆
子
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
含
む

　

今
般
、
愛
媛
県
が
地
方
創
生
事

業
を
展
開
す
る
ANA
あ
き
ん
ど
（
東

京
）
と
連
携
し
て
、
関
東
圏
に
住

む
親
子
が
、
豊
か
な
西
条
市
内
の

自
然
に
囲
ま
れ
た
エ
リ
ア
で
働
き

な
が
ら
余
暇
を
楽
し
む
「
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
モ
デ
ル
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
1
日
と

し
て
石
鎚
山
系
で
の
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
ガ
イ
ド
の
主
に
伝
統
・
文
化
分

野
を
曽
我
部
事
務
局
長
が
担
当
さ

せ
て
頂
い
た
次
第
で
す
。

法
人
森
か
ら
つ
づ
く
道
の
主
催
者

と
し
て
）、
曽
我
部
英
司
事
務
局
長
、

岩
本
昌
美
事
務
所
ス
タ
ッ
フ

　

今
般
、
森
の
学
校
の
松
井
宏
光

理
事
、
ま
た
黒
河
由
佳
事
務
局
ス

タ
ッ
フ
ら
が
主
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

先
ず
、
講
師
の
横
山
正
太
郎
さ

ん
か
ら
「
身
近
な
キ
セ
キ
に
会
い

に
行
こ
う
！
生
命
の
多
様
性
に
で

あ
う
森
の
散
歩
」
と
題
し
て
お
話

を
頂
き
、
次
い
で
か
つ
て
石
鎚
山

の
成
就
地
区
を
ご
案
内
さ
せ
て
頂

い
た
NPO
法
人
由
良
野
の
森
理
事
・

藤
江
直
子
さ
ん
か
ら
そ
の
事
例
報

告
と
し
て
現
在
催
行
し
て
い
る

「
森
の
お
さ
ん
ぽ
と
、
お
は
な
し

会
」
の
概
要
を
ご
披
露
頂
き
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
参
加
者
が
交
流
会
を

兼
ね
て
班
分
け
さ
れ
、
意
見
交
換
。

席
上
で
纏
め
た
質
問
事
項
な
ど
に

お
２
人
か
ら
お
答
え
を
頂
き
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

【
日 　

時
】
9
月
27
日
（
水
）

12
時
5
分
〜
12
時
20
分
（
番
組
は

正
午
よ
り
１
時
間
）

【
日 　

時
】
8
月
19
日
（
土
）

10
時
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
乗
車
〜
15
時

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
下
山
解
散

【
場 　

所
】  

石
鎚
山
成
就
地
区

【
主 　

催
】  

愛
媛
県
＆
ANA
あ
き
ん

ど
（
東
京
）

【
案
内
人
】NPO
法
人
西
条
自
然
学
校
・

岩
田
さ
ん
／
自
然
分
野
担
当
、
NPO

法
人
石
鎚
森
の
学
校
・
曽
我
部
事

務
局
長
／
伝
統
・
文
化
分
野
担
当

【
参
加
者
】
関
東
圏
か
ら
参
加
し

た
３
家
族
８
人
の
親
子
並
び
に
県

担
当
課
ス
タ
ッ
フ
を
始
め
と
す
る

関
係
者
計
18
人

【
事
務
局
参
加
】

曽
我
部
英
司
事
務
局
長
、

岩
本
昌
美
事
務
所
ス
タ
ッ
フ

※
石
鎚
森
の
学
校2

0
2
3

夏

　
　

ブ
ナ
の
森
の
自
然
観
察
会

【
日 　

時
】
8
月
24
日
（
木
）

会
期
／
8
月
24
日
（
木
）〜

8
月
29
日
（
火
）
10
時
〜
18
時

【
場 　

所
】  

い
よ
て
つ
髙
島
屋

南
館
2
階　

ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ

リ
ー
／
松
山
市
湊
町

【
主　

催
】
山
岳
写
真
家
集
団

　

く
も
の
会

【
事
務
局
参
加
】

曽
我
部
英
司
事
務
局
長
、
岩
本
昌

美
・
黒
河
由
佳
各
事
務
所
ス
タ
ッ
フ

　

く
も
の
会
さ
ん
恒
例
の
写
真
展

に
行
っ
て
来
ま
し
た
！

【
日 　

時
】
9
月
17
日
（
日
）

13
時
30
分
〜
16
時
15
分

【
場 　

所
】  

愛
媛
県
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
／
松
山
市
上
野
町

【
主　

催
】
NPO
法
人
森
か
ら
つ
づ
く
道

【
講
演
講
師
】
横
山
正
太
郎
さ
ん

（
農
学
博
士
・
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）

【
事
例
報
告
】
藤
江
直
子
さ
ん

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
由
良
野

の
森
・
理
事
）

【
事
務
局
参
加
】
松
井
宏
光
理
事
、

黒
河
由
佳
事
務
所
ス
タ
ッ
フ
（
NPO

NPO
法人

石
鎚
森
の
学
校
活
動
報
告

※
お
山
の
案
内
人
活
動

リ
フ
ト
を
使
っ
て
北
添
講
師
や
曽

我
部
事
務
局
長
の
自
然
観
察
レ
ク

チ
ャ
ー
を
受
け
な
が
ら
成
就
社
境

内
を
目
指
し
ま
し
た
。
標
高

1
4
5
0
メ
ー
ト
ル
と
は
い
え
、

日
向
に
出
る
と
結
構
な
暑
さ
を
覚

え
、
高
山
に
居
て
も
以
前
の
成
就

地
区
の
涼
し
さ
の
質
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

近
年
、
成
就
地
区
に
は
観
ら
れ

な
か
っ
た
も
う
少
し
標
高
の
低
い

と
こ
ろ
で
観
る
植
物
や
、
ナ
ン

ト
！
猛
毒
の
ト
リ
カ
ブ
ト
（
シ
コ

ク
ブ
シ
）
を
今
回
の
観
察
会
で
初

め
て
見
つ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
、
登
山
道
の
所
々
の
リ
ョ
ウ

ブ
が
、
鹿
の
樹
皮
剥
ぎ
の
被
害
に

遭
っ
て
い
ま
す
。
成
就
地
区
の
樹

皮
剥
ぎ
は
、
昨
年
11
月
に
見
つ
け

て
よ
り
確
実
に
こ
の
エ
リ
ア
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
長
年
成
就
地
区

で
自
然
観
察
を
し
て
い
る
と
自
然

環
境
の
変
化
も
見
え
て
き
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
麗
し
い
お
山
で
あ
っ

て
欲
し
い
と
願
い
つ
つ
、
閉
会
式

で
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
で
の
振
り
返

り
を
聴
き
な
が
ら
、
４
年
振
り
の

自
然
観
察
会
が
無
事
に
終
了
し
ま

し
た
。
ま
た
、
石
鎚
山
で
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
！

※
第
35
回  

山
岳
写
真
家
集
団

　

く
も
の
会
写
真
展

※
第
1
回 

ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

　

カ
フ
ェ2

0
2
3

に
参
加

※
FM
愛
媛 nooday pop

に
て

　

石
鎚
山
と
石
鎚
神
社
を
発
信
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【
場 　

所
】  

FM
愛
媛
第
1
ス
タ
ジ

オ
／
松
山
市
竹
原
町

【
番
組
名
＆
キ
ャ
ス
タ
ー
】

noonday pop

＆
ヒ
カ
ル

【
事
務
局
参
加
】

曽
我
部
英
司
事
務
局
長

岩
本
昌
美
事
務
局
ス
タ
ッ
フ

　

過
日
、
成
就
地
区
を
ご
案
内
さ
せ

て
頂
い
た
方
の
ラ
ジ
オ
番
組
の
生
放

送
に
、
曽
我
部
事
務
局
長
が
本
業

の
石
鎚
神
社
祢
宜
の
立
場
と
森
の

学
校
事
務
局
長
の
立
場
で
出
演
依

頼
を
頂
き
、
談
笑
の
絶
え
な
い

コ
ー
ナ
ー
と
な
っ
た
中
、
シ
ッ
カ

リ
と
秋
の
石
鎚
山
と
石
鎚
神
社
の

御
神
像
拝
戴
神
事
な
ど
を
発
信
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

文
責　

事
務
局
長　

曽
我
部
英
司

　

恒
例
の
夏
の
定
例
事
業
が
４
年

振
り
に
催
行
さ
れ
ま
し
た
。
リ

ピ
ー
タ
ー
の
方
も
数
人
含
ま
れ
、

今
回
は
曽
我
部
事
務
局
長
の
後
継

予
定
の
十
亀
雅
史
さ
ん
が
見
学
を

兼
ね
て
の
初
参
加
。
天
候
も
良
く
、

早
朝
よ
り
山
頂
を
目
指
す
人
の
車

で
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
下
谷
駅
周
辺
の

駐
車
場
は
一
杯
で
し
た
。

　

私
た
ち
は
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
山

頂
駅
か
ら
ピ
ク
ニ
ッ
ク
園
地
経
由
、

【
日 　

時
】
8
月
13
日
（
日
）

11
時
〜
プ
ロ
グ
ラ
ム
ス
タ
ー
ト
〜

15
時
10
分
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
臨
時
便

下
山
解
散

【
場 　

所
】  

石
鎚
山
成
就
地
区（
松

山
市
駅
発
〜
西
条
市
内
経
由
｜
送

迎
バ
ス
運
行
有
り
）

【
講　

師
】
北
添
伸
夫
さ
ん
昆
虫

や
天
体
の
プ
ロ
カ
メ
ラ
マ
ン

【
主　

催
】

NPO
法
人
石
鎚
森
の
学
校

【
特
別
協
力
】
石
鎚
神
社

【
協　

力
】
面
河
渓
を
愛
す
る
会
、

石
鎚
み
や
ま
会
、
石
鎚
登
山
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
㈱

【
ツ
ア
ー
実
施
】

（
株
）
国
際
旅
行

【
参
加
者
】
合
計
18
人

曽
我
部
英
司
事
務
局
長
・
岩
本
昌

美
・
黒
河
由
佳
・
十
亀
雅
史
各
事

務
局
ス
タ
ッ
フ
、
藤
原
隆
子
サ

ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
含
む

　

今
般
、
愛
媛
県
が
地
方
創
生
事

業
を
展
開
す
る
ANA
あ
き
ん
ど
（
東

京
）
と
連
携
し
て
、
関
東
圏
に
住

む
親
子
が
、
豊
か
な
西
条
市
内
の

自
然
に
囲
ま
れ
た
エ
リ
ア
で
働
き

な
が
ら
余
暇
を
楽
し
む
「
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
モ
デ
ル
ツ
ア
ー

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
1
日
と

し
て
石
鎚
山
系
で
の
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
ガ
イ
ド
の
主
に
伝
統
・
文
化
分

野
を
曽
我
部
事
務
局
長
が
担
当
さ

せ
て
頂
い
た
次
第
で
す
。

法
人
森
か
ら
つ
づ
く
道
の
主
催
者

と
し
て
）、
曽
我
部
英
司
事
務
局
長
、

岩
本
昌
美
事
務
所
ス
タ
ッ
フ

　

今
般
、
森
の
学
校
の
松
井
宏
光

理
事
、
ま
た
黒
河
由
佳
事
務
局
ス

タ
ッ
フ
ら
が
主
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー

に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

先
ず
、
講
師
の
横
山
正
太
郎
さ

ん
か
ら
「
身
近
な
キ
セ
キ
に
会
い

に
行
こ
う
！
生
命
の
多
様
性
に
で

あ
う
森
の
散
歩
」
と
題
し
て
お
話

を
頂
き
、
次
い
で
か
つ
て
石
鎚
山

の
成
就
地
区
を
ご
案
内
さ
せ
て
頂

い
た
NPO
法
人
由
良
野
の
森
理
事
・

藤
江
直
子
さ
ん
か
ら
そ
の
事
例
報

告
と
し
て
現
在
催
行
し
て
い
る

「
森
の
お
さ
ん
ぽ
と
、
お
は
な
し

会
」
の
概
要
を
ご
披
露
頂
き
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
参
加
者
が
交
流
会
を

兼
ね
て
班
分
け
さ
れ
、
意
見
交
換
。

席
上
で
纏
め
た
質
問
事
項
な
ど
に

お
２
人
か
ら
お
答
え
を
頂
き
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。

【
日 　

時
】
9
月
27
日
（
水
）

12
時
5
分
〜
12
時
20
分
（
番
組
は

正
午
よ
り
１
時
間
）

【
日 　

時
】
8
月
19
日
（
土
）

10
時
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
乗
車
〜
15
時

ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
下
山
解
散

【
場 　

所
】  

石
鎚
山
成
就
地
区

【
主 　

催
】  

愛
媛
県
＆
ANA
あ
き
ん

ど
（
東
京
）

【
案
内
人
】NPO
法
人
西
条
自
然
学
校
・

岩
田
さ
ん
／
自
然
分
野
担
当
、
NPO

法
人
石
鎚
森
の
学
校
・
曽
我
部
事

務
局
長
／
伝
統
・
文
化
分
野
担
当

【
参
加
者
】
関
東
圏
か
ら
参
加
し

た
３
家
族
８
人
の
親
子
並
び
に
県

担
当
課
ス
タ
ッ
フ
を
始
め
と
す
る

関
係
者
計
18
人

【
事
務
局
参
加
】

曽
我
部
英
司
事
務
局
長
、

岩
本
昌
美
事
務
所
ス
タ
ッ
フ

※
石
鎚
森
の
学
校2

0
2
3

夏

　
　

ブ
ナ
の
森
の
自
然
観
察
会

【
日 　

時
】
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月
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（
木
）

会
期
／
8
月
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日
（
木
）〜

8
月
29
日
（
火
）
10
時
〜
18
時

【
場 　

所
】  

い
よ
て
つ
髙
島
屋

南
館
2
階　

ふ
れ
あ
い
ギ
ャ
ラ

リ
ー
／
松
山
市
湊
町

【
主　

催
】
山
岳
写
真
家
集
団

　

く
も
の
会

【
事
務
局
参
加
】

曽
我
部
英
司
事
務
局
長
、
岩
本
昌

美
・
黒
河
由
佳
各
事
務
所
ス
タ
ッ
フ

　

く
も
の
会
さ
ん
恒
例
の
写
真
展

に
行
っ
て
来
ま
し
た
！

【
日 　

時
】
9
月
17
日
（
日
）

13
時
30
分
〜
16
時
15
分

【
場 　

所
】  

愛
媛
県
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
／
松
山
市
上
野
町

【
主　

催
】
NPO
法
人
森
か
ら
つ
づ
く
道

【
講
演
講
師
】
横
山
正
太
郎
さ
ん

（
農
学
博
士
・
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
）

【
事
例
報
告
】
藤
江
直
子
さ
ん

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
由
良
野

の
森
・
理
事
）

【
事
務
局
参
加
】
松
井
宏
光
理
事
、

黒
河
由
佳
事
務
所
ス
タ
ッ
フ
（
NPO

NPO
法人

石
鎚
森
の
学
校
活
動
報
告

※
お
山
の
案
内
人
活
動

リ
フ
ト
を
使
っ
て
北
添
講
師
や
曽

我
部
事
務
局
長
の
自
然
観
察
レ
ク

チ
ャ
ー
を
受
け
な
が
ら
成
就
社
境

内
を
目
指
し
ま
し
た
。
標
高

1
4
5
0
メ
ー
ト
ル
と
は
い
え
、

日
向
に
出
る
と
結
構
な
暑
さ
を
覚

え
、
高
山
に
居
て
も
以
前
の
成
就

地
区
の
涼
し
さ
の
質
が
変
わ
っ
て

き
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
す
。

　

近
年
、
成
就
地
区
に
は
観
ら
れ

な
か
っ
た
も
う
少
し
標
高
の
低
い

と
こ
ろ
で
観
る
植
物
や
、
ナ
ン

ト
！
猛
毒
の
ト
リ
カ
ブ
ト
（
シ
コ

ク
ブ
シ
）
を
今
回
の
観
察
会
で
初

め
て
見
つ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。

ま
た
、
登
山
道
の
所
々
の
リ
ョ
ウ

ブ
が
、
鹿
の
樹
皮
剥
ぎ
の
被
害
に

遭
っ
て
い
ま
す
。
成
就
地
区
の
樹

皮
剥
ぎ
は
、
昨
年
11
月
に
見
つ
け

て
よ
り
確
実
に
こ
の
エ
リ
ア
に
広

が
っ
て
い
ま
す
。
長
年
成
就
地
区

で
自
然
観
察
を
し
て
い
る
と
自
然

環
境
の
変
化
も
見
え
て
き
ま
す
。

い
つ
ま
で
も
麗
し
い
お
山
で
あ
っ

て
欲
し
い
と
願
い
つ
つ
、
閉
会
式

で
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
で
の
振
り
返

り
を
聴
き
な
が
ら
、
４
年
振
り
の

自
然
観
察
会
が
無
事
に
終
了
し
ま

し
た
。
ま
た
、
石
鎚
山
で
お
会
い

し
ま
し
ょ
う
！

※
第
35
回  

山
岳
写
真
家
集
団

　

く
も
の
会
写
真
展

※
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1
回 
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス

　

カ
フ
ェ2

0
2
3

に
参
加

※
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愛
媛 nooday pop

に
て

　

石
鎚
山
と
石
鎚
神
社
を
発
信
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令
和
五
年
八
月
十
七
日
〜
二

十
日
迄
の
四
日
間
、
三
泊
四
日

の
日
程
で
第
五
十
六
回
石
鎚
青

少
年
錬
成
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
流
行
の
影
響
で
三
年
連
続

中
止
と
な
っ
て
い
た
た
め
久
し

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
ま
た
昨

今
の
世
情
も
影
響
し
少
人
数
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
、
虫
の
声
「
第
五
十
六

回
石
鎚
青
少
年
錬
成
会
特
集

号
」
で
は
、
会
員
の
感
想
や
八

月
二
十
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
定

例
総
会
の
ご
報
告
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

虫 の 声虫 の 声虫 の 声
石
鎚
青
少
年

錬
　
成
　
会

特
　
集
　
号
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令
和
五
年
八
月
十
七
日
〜
二

十
日
迄
の
四
日
間
、
三
泊
四
日

の
日
程
で
第
五
十
六
回
石
鎚
青

少
年
錬
成
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
流
行
の
影
響
で
三
年
連
続

中
止
と
な
っ
て
い
た
た
め
久
し

ぶ
り
の
開
催
と
な
り
、
ま
た
昨

今
の
世
情
も
影
響
し
少
人
数
で

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
、
虫
の
声
「
第
五
十
六

回
石
鎚
青
少
年
錬
成
会
特
集

号
」
で
は
、
会
員
の
感
想
や
八

月
二
十
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
定

例
総
会
の
ご
報
告
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

虫 の 声虫 の 声虫 の 声
石
鎚
青
少
年

錬
　
成
　
会

特
　
集
　
号

開  

講  

奉  

告  

祭

開
　
講
　
式

錬
成
会
の
始
ま
り
で
す
！

一
日
目

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

ミ
ニ
ゲ
ー
ム
で
み
ん
な
の
親
交
を

深
め
ま
し
た
。

村
　
活
　
動

飯
盒
を
使
っ
て
の
炊
飯
や
カ
レ
ー

を
作
り
ま
し
た
！

夕
　
食

村
活
動
で
作
っ
た
カ
レ
ー
を

頂
き
ま
し
た
！

朝
　
　
　
　
　
拝

清
　
掃
　
奉
　
仕

二
日
目
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登
　
　
　
拝

成
就
社
に
参
拝
、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
し

て
エ
イ
エ
イ
オ
ー
！
で
出
発
で
す
。

遥
拝
の
鳥
居

あ
と
少
し
…

頂
上
山
荘
到
着
！

頂
上
で
の
夕
拝

頂
上
山
荘
で
の
夕
食
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御
　
来
　
光 三

日
目

頂
上
社
朝
拝

下
　
　
山

成  

就  

社  

着

無
事
に
下
山
で
き
た
こ
と
を

見
返
遥
拝
殿
よ
り
報
告
し
ま
す
。

本
　
社
　
着

無
事
に
到
着
で
き
た
こ
と
を

報
告
し
ま
す
。

閉
　
講
　
式

三
泊
四
日
の
錬
成
会
も
終
わ
り

で
す

四
日
目
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藤
本　

仁
奈

　

一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

一
日
目
の
夕
食
で
す
。
男
子
が
カ

レ
ー
を
三
〜
四
人
前
た
べ
て
い
て

凄
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
あ
と

デ
ザ
ー
ト
で
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
が

出
て
き
た
と
き
は
大
爆
笑
し
ま
し

た
。

　

二
日
目
は
頂
上
社
目
指
し
登
山

し
ま
し
た
。
途
中
雨
に
降
ら
れ
ま

し
た
が
、
無
事
た
ど
り
着
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
頂
上
社
で
一
泊

し
て
三
日
目
の
朝
外
に
出
る
と
一

面
の
雲
海
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

盤
座
の
鳥
居
が
橙
に
染
ま
っ
て
い

て
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
錬
成

会
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
た
く
さ

ん
の
人
々
、
そ
し
て
石
鎚
の
神
様

に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

宇
佐
ま
な
か

　

頂
上
に
着
い
た
と
き
は
雨
が

降
っ
て
い
て
霧
で
見
え
な
か
っ
た

け
ど
、
次
の
日
は
晴
れ
だ
っ
た
の

で
、
す
ご
く
景
色
が
き
れ
い
で
見

と
れ
て
い
ま
し
た
。
三
日
目
の
花

火
が
本
当
に
き
れ
い
で
一
番
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。

石
川　

央
時

　

私
は
、
今
回
久
し
ぶ
り
に
錬

成
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
四
年
前
の
中
学
一
年
生
の

頃
に
仲
の
良
か
っ
た
友
達
と
も

久
し
ぶ
り
に
再
会
で
き
て
前
よ

り
も
、
も
っ
と
も
っ
と
友
達
と

の
仲
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

私
は
人
生
の
中
で
石
鎚
山
に

四
回
ほ
ど
登
り
ま
し
た
が
、
無

事
み
ん
な
で
登
り
切
れ
る
こ
と

が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
で

す
。
そ
の
次
の
日
の
朝
、
と
て

も
天
気
が
良
く
な
っ
て
、
御
来

光
も
み
ん
な
で
見
る
こ
と
が
で

き
て
と
て
も
い
い
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。
石
鎚
青
少
年
錬
成

会
に
参
加
で
き
て
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。
ま
た
参
加
で
き

る
の
な
ら
参
加
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

班
長　

谷
岡　

貫
汰

　

今
回
４
年
ぶ
り
の
再
会
に
当

た
っ
て
、
班
長
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
的
に
は
班
長
に
な
る
気
は
正

直
な
く
て
、
皆
か
ら
班
長
と
言
わ

れ
大
変
な
と
こ
ろ
も
多
々
あ
っ
た

け
ど
、
な
ん
だ
か
ん
だ
楽
し
か
っ

た
で
す
。
今
回
僕
は
怪
我
を
し
て

い
て
色
々
な
こ
と
に
苦
戦
し
て
朝

拝
な
ど
が
大
変
で
し
た
。
来
年
も

来
ら
れ
た
ら
怪
我
を
直
し
て
ま
た

来
た
い
で
す
。

橋
本　

絵
怜
菜

　

私
は
今
回
初
め
て
石
鎚
青
少
年

錬
成
会
に
参
加
し
た
。
一
番
最
初

は
友
達
が
で
き
る
か
不
安
だ
っ
た

け
ど
、
だ
ん
だ
ん
接
し
て
い
っ
た

ら
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
て
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

　

二
日
目
に
待
ち
に
待
っ
た
石
鎚

山
に
登
り
に
行
っ
た
。
予
想
を
は

る
か
に
超
え
て
い
る
も
の
で
思
っ

た
以
上
に
過
酷
だ
っ
た
。
石
が
ゴ

ツ
ゴ
ツ
し
て
い
て
、
階
段
ば
か
り

で
息
が
持
た
な
い
く
ら
い
苦
し

か
っ
た
。
す
ご
く
苦
労
し
た
け
ど
、

あ
の
頂
上
に
登
り
切
っ
た
と
き

の
快
感
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

今
回
錬
成
会
に
来
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
た
。
石
鎚
山
に
来
て
貴
重
な

体
験
が
で
き
た
し
、
ま
た
石
鎚
青

少
年
錬
成
会
に
来
た
い
と
思
っ

た
。

十
亀　

実
和
子

　

わ
た
し
は
、
今
回
初
め
て
の

錬
成
会
で
仲
の
い
い
人
が
で
き

る
か
と
て
も
心
配
だ
っ
た
け
ど

話
す
人
が
で
き
た
と
き
は
、
と

て
も
安
心
し
ま
し
た
。

　

登
山
を
し
た
時
は
、
上
り
が

と
て
も
し
ん
ど
か
っ
た
け
ど
下

り
は
上
り
よ
り
も
楽
で
し
た
。

頂
上
に
登
っ
た
こ
と
は
あ
る
け

ど
泊
ま
る
こ
と
は
初
め
て
だ
っ

た
の
で
と
て
も
心
配
し
ま
し
た
。

ま
た
行
き
た
い
で
す
。

　

第
五
十
六
回
石
鎚
青
少
年
錬
成

会
で
委
員
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
村
田
和
也
で
す
。

　

ま
ず
は
、
こ
の
度
の
錬
成
会
が

無
事
に
終
え
ら
れ
た
こ
と
を
非
常

に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
こ
こ

数
年
世
間
を
騒
が
せ
て
い
た
た
め

錬
成
会
開
催
も
数
年
ぶ
り
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
青
年
部
全
員
に
と
っ

て
も
久
々
だ
っ
た
た
め
う
ま
く
進

行
し
、
終
わ
る
こ
と
が
で
き
る
か

非
常
に
心
配
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
錬
成
会
の
一
番

の
行
事
で
あ
る
二
日
目
の
石
鎚
神

社
頂
上
社
に
む
け
て
の
登
山
や
三

日
目
の
下
山
の
際
に
大
き
な
怪
我

を
す
る
会
員
は
い
な
か
っ
た
た
め

非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
回
人
数
が
少
な
く
悲
し
い
思

い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
み

ん
な
の
雰
囲
気
を
見
た
感
じ
や
、

感
想
文
を
読
ん
で
み
て
少
な
い
人

数
だ
か
ら
こ
そ
の
会
員
同
士
、
会

員
と
青
年
部
の
距
離
感
も
近
く
節

度
が
あ
る
中
で
も
楽
し
い
錬
成
会

に
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

会
員
の
み
な
さ
ん
は
初
め
て
会

う
人
ば
か
り
で
最
初
は
戸
惑
い
な

が
ら
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
た
り
と

で
き
て
い
た
た
め
、
人
と
仲
良
く

な
る
こ
と
や
協
調
性
な
ど
を
少
し

ば
か
り
で
も
自
分
の
力
と
し
て
く

れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
身
に
つ
け
た
力
を
今
後
何

か
の
役
に
立
て
て
く
れ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

次
回
の
錬
成
会
で
は
今
回
来
て

く
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん
が
お
友
達

を
誘
っ
て
き
て
く
れ
た
り
し
て
多

く
の
会
員
が
集
ま
る
こ
と
を
切
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
青
年
部
も
今
回
以
上
の
錬

成
会
が
次
回
開
催
で
き
る
よ
う
に

尽
力
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ま
た
会
い

ま
し
ょ
う
。

　

今
回
事
務
局
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
日
野
太
陽
で
す
。

　

第
五
十
六
回
石
鎚
神
社
青
少
年

錬
成
会
を
無
事
終
了
し
た
こ
と
心

よ
り
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
錬
成
会
は
数
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
、
錬
成
会
を
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
青
年
部
が
数
多
く

　

第
五
十
六
回
石
鎚
青
少
年
錬
成

会
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
、

安
心
し
て
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
っ
て
例
年
よ
り
少
数
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

久
方
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
青
年
部
一
丸
と
な
っ
て

会
員
の
皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
準
備
し
て
参
り
ま
し
た
。

不
安
が
多
く
残
る
中
開
催
に
至
り

ま
し
た
が
、
難
な
く
終
了
し
た
こ

と
に
安
心
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
私
は
準
備
・
片
付
け
な

ど
の
裏
方
作
業
の
み
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
実
際
に

会
員
の
方
た
ち
と
は
関
わ
る
機
会

が
少
な
く
、
現
場
で
の
よ
か
っ
た

点
や
改
善
点
な
ど
を
自
身
で
体
験

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思

い
ま
す
。
私
は
会
員
と
し
て
の
経

験
も
な
く
、
青
年
部
と
し
て
の
経

験
も
な
く
今
回
が
初
め
て
の
錬
成

会
だ
っ
た
の
で
す
が
、
準
備
・
片

付
け
だ
け
で
も
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
多
く
思
う
よ
う
な
活
躍
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
次
回
の
錬
成
会
の

向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
総
会
で
は

事
務
局
と
し
て
の
意
見
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の

よ
か
っ
た
点
と
し
て
飯
盒
炊
飯
が

う
ま
く
い
っ
て
い
た
と
聞
い
て
お

り
、
次
年
度
か
ら
も
実
施
し
て
い

け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
反
省

点
と
し
て
は
青
年
部
の
負
担
を
減

ら
し
て
い
く
こ
と
、
会
員
の
錬
成

会
に
対
す
る
満
足
度
の
向
上
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

錬
成
会
の
向
上
、
青
年
部
の
発
展

を
促
進
し
て
い
く
た
め
に
、
青
年

部
副
会
長
と
し
て
尽
力
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

　

初
日
は
み
な
さ
ん
も
緊
張
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
が
、

石
鎚
山
を
登
る
に
あ
た
っ
て
打
ち

解
け
良
い
友
達
が
で
き
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
山
頂
で
ご
来
光

が
見
る
こ
と
が
出
来
こ
れ
も
皆
様

の
日
頃
の
行
い
が
良
い
か
ら
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
開
催
に
際
し
ま
し
て
先

生
方
や
職
員
の
皆
様
方
敬
神
婦
人

会
の
皆
様
ま
た
、
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
た
会
員
の
皆
様
そ
の
保
護
者

の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

お
忙
し
い
中
お
手
伝
い
頂
い
た

青
年
部
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
石
鎚
錬
成
会
が
実
り
の

あ
る
も
の
に
な
っ
た
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。
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藤
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仁
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一
番
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
、

一
日
目
の
夕
食
で
す
。
男
子
が
カ

レ
ー
を
三
〜
四
人
前
た
べ
て
い
て

凄
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
あ
と

デ
ザ
ー
ト
で
フ
ル
ー
ツ
ポ
ン
チ
が

出
て
き
た
と
き
は
大
爆
笑
し
ま
し

た
。

　

二
日
目
は
頂
上
社
目
指
し
登
山

し
ま
し
た
。
途
中
雨
に
降
ら
れ
ま

し
た
が
、
無
事
た
ど
り
着
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
頂
上
社
で
一
泊

し
て
三
日
目
の
朝
外
に
出
る
と
一

面
の
雲
海
が
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が
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て
い
ま
し
た
。

盤
座
の
鳥
居
が
橙
に
染
ま
っ
て
い

て
と
て
も
き
れ
い
で
し
た
。
錬
成

会
で
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
た
く
さ

ん
の
人
々
、
そ
し
て
石
鎚
の
神
様

に
深
く
感
謝
し
て
い
ま
す
。

宇
佐
ま
な
か

　

頂
上
に
着
い
た
と
き
は
雨
が

降
っ
て
い
て
霧
で
見
え
な
か
っ
た

け
ど
、
次
の
日
は
晴
れ
だ
っ
た
の

で
、
す
ご
く
景
色
が
き
れ
い
で
見

と
れ
て
い
ま
し
た
。
三
日
目
の
花

火
が
本
当
に
き
れ
い
で
一
番
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。

石
川　

央
時

　

私
は
、
今
回
久
し
ぶ
り
に
錬

成
会
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
四
年
前
の
中
学
一
年
生
の

頃
に
仲
の
良
か
っ
た
友
達
と
も

久
し
ぶ
り
に
再
会
で
き
て
前
よ

り
も
、
も
っ
と
も
っ
と
友
達
と

の
仲
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

私
は
人
生
の
中
で
石
鎚
山
に

四
回
ほ
ど
登
り
ま
し
た
が
、
無

事
み
ん
な
で
登
り
切
れ
る
こ
と

が
で
き
て
本
当
に
良
か
っ
た
で

す
。
そ
の
次
の
日
の
朝
、
と
て

も
天
気
が
良
く
な
っ
て
、
御
来

光
も
み
ん
な
で
見
る
こ
と
が
で

き
て
と
て
も
い
い
思
い
出
と
な

り
ま
し
た
。
石
鎚
青
少
年
錬
成

会
に
参
加
で
き
て
本
当
に
良

か
っ
た
で
す
。
ま
た
参
加
で
き

る
の
な
ら
参
加
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

班
長　

谷
岡　

貫
汰

　

今
回
４
年
ぶ
り
の
再
会
に
当

た
っ
て
、
班
長
に
な
り
ま
し
た
。

自
分
的
に
は
班
長
に
な
る
気
は
正

直
な
く
て
、
皆
か
ら
班
長
と
言
わ

れ
大
変
な
と
こ
ろ
も
多
々
あ
っ
た

け
ど
、
な
ん
だ
か
ん
だ
楽
し
か
っ

た
で
す
。
今
回
僕
は
怪
我
を
し
て

い
て
色
々
な
こ
と
に
苦
戦
し
て
朝

拝
な
ど
が
大
変
で
し
た
。
来
年
も

来
ら
れ
た
ら
怪
我
を
直
し
て
ま
た

来
た
い
で
す
。

橋
本　

絵
怜
菜

　

私
は
今
回
初
め
て
石
鎚
青
少
年

錬
成
会
に
参
加
し
た
。
一
番
最
初

は
友
達
が
で
き
る
か
不
安
だ
っ
た

け
ど
、
だ
ん
だ
ん
接
し
て
い
っ
た

ら
仲
良
く
な
る
こ
と
が
で
き
て
と

て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

　

二
日
目
に
待
ち
に
待
っ
た
石
鎚

山
に
登
り
に
行
っ
た
。
予
想
を
は

る
か
に
超
え
て
い
る
も
の
で
思
っ

た
以
上
に
過
酷
だ
っ
た
。
石
が
ゴ

ツ
ゴ
ツ
し
て
い
て
、
階
段
ば
か
り

で
息
が
持
た
な
い
く
ら
い
苦
し

か
っ
た
。
す
ご
く
苦
労
し
た
け
ど
、

あ
の
頂
上
に
登
り
切
っ
た
と
き

の
快
感
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。

今
回
錬
成
会
に
来
て
よ
か
っ
た
と

思
っ
た
。
石
鎚
山
に
来
て
貴
重
な

体
験
が
で
き
た
し
、
ま
た
石
鎚
青

少
年
錬
成
会
に
来
た
い
と
思
っ

た
。

十
亀　

実
和
子

　

わ
た
し
は
、
今
回
初
め
て
の

錬
成
会
で
仲
の
い
い
人
が
で
き

る
か
と
て
も
心
配
だ
っ
た
け
ど

話
す
人
が
で
き
た
と
き
は
、
と

て
も
安
心
し
ま
し
た
。

　

登
山
を
し
た
時
は
、
上
り
が

と
て
も
し
ん
ど
か
っ
た
け
ど
下

り
は
上
り
よ
り
も
楽
で
し
た
。

頂
上
に
登
っ
た
こ
と
は
あ
る
け

ど
泊
ま
る
こ
と
は
初
め
て
だ
っ

た
の
で
と
て
も
心
配
し
ま
し
た
。

ま
た
行
き
た
い
で
す
。

　

第
五
十
六
回
石
鎚
青
少
年
錬
成

会
で
委
員
長
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
村
田
和
也
で
す
。

　

ま
ず
は
、
こ
の
度
の
錬
成
会
が

無
事
に
終
え
ら
れ
た
こ
と
を
非
常

に
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
こ
こ

数
年
世
間
を
騒
が
せ
て
い
た
た
め

錬
成
会
開
催
も
数
年
ぶ
り
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
青
年
部
全
員
に
と
っ

て
も
久
々
だ
っ
た
た
め
う
ま
く
進

行
し
、
終
わ
る
こ
と
が
で
き
る
か

非
常
に
心
配
で
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
、
錬
成
会
の
一
番

の
行
事
で
あ
る
二
日
目
の
石
鎚
神

社
頂
上
社
に
む
け
て
の
登
山
や
三

日
目
の
下
山
の
際
に
大
き
な
怪
我

を
す
る
会
員
は
い
な
か
っ
た
た
め

非
常
に
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
回
人
数
が
少
な
く
悲
し
い
思

い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
み

ん
な
の
雰
囲
気
を
見
た
感
じ
や
、

感
想
文
を
読
ん
で
み
て
少
な
い
人

数
だ
か
ら
こ
そ
の
会
員
同
士
、
会

員
と
青
年
部
の
距
離
感
も
近
く
節

度
が
あ
る
中
で
も
楽
し
い
錬
成
会

に
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。

　

会
員
の
み
な
さ
ん
は
初
め
て
会

う
人
ば
か
り
で
最
初
は
戸
惑
い
な

が
ら
も
す
ぐ
に
打
ち
解
け
た
り
と

で
き
て
い
た
た
め
、
人
と
仲
良
く

な
る
こ
と
や
協
調
性
な
ど
を
少
し

ば
か
り
で
も
自
分
の
力
と
し
て
く

れ
て
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

そ
の
身
に
つ
け
た
力
を
今
後
何

か
の
役
に
立
て
て
く
れ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　

次
回
の
錬
成
会
で
は
今
回
来
て

く
れ
た
会
員
の
皆
さ
ん
が
お
友
達

を
誘
っ
て
き
て
く
れ
た
り
し
て
多

く
の
会
員
が
集
ま
る
こ
と
を
切
に

願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

我
々
青
年
部
も
今
回
以
上
の
錬

成
会
が
次
回
開
催
で
き
る
よ
う
に

尽
力
し
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ま
た
会
い

ま
し
ょ
う
。

　

今
回
事
務
局
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
日
野
太
陽
で
す
。

　

第
五
十
六
回
石
鎚
神
社
青
少
年

錬
成
会
を
無
事
終
了
し
た
こ
と
心

よ
り
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　

今
回
の
錬
成
会
は
数
年
ぶ
り
の

開
催
と
な
り
、
錬
成
会
を
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
青
年
部
が
数
多
く

　

第
五
十
六
回
石
鎚
青
少
年
錬
成

会
を
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
出
来
、

安
心
し
て
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま

す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
っ
て
例
年
よ
り
少
数
で
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

久
方
ぶ
り
の
開
催
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
青
年
部
一
丸
と
な
っ
て

会
員
の
皆
様
に
満
足
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
準
備
し
て
参
り
ま
し
た
。

不
安
が
多
く
残
る
中
開
催
に
至
り

ま
し
た
が
、
難
な
く
終
了
し
た
こ

と
に
安
心
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
私
は
準
備
・
片
付
け
な

ど
の
裏
方
作
業
の
み
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、
実
際
に

会
員
の
方
た
ち
と
は
関
わ
る
機
会

が
少
な
く
、
現
場
で
の
よ
か
っ
た

点
や
改
善
点
な
ど
を
自
身
で
体
験

で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
残
念
に
思

い
ま
す
。
私
は
会
員
と
し
て
の
経

験
も
な
く
、
青
年
部
と
し
て
の
経

験
も
な
く
今
回
が
初
め
て
の
錬
成

会
だ
っ
た
の
で
す
が
、
準
備
・
片

付
け
だ
け
で
も
わ
か
ら
な
い
こ
と

が
多
く
思
う
よ
う
な
活
躍
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
次
回
の
錬
成
会
の

向
上
に
つ
な
が
る
よ
う
総
会
で
は

事
務
局
と
し
て
の
意
見
を
述
べ
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今
回
の

よ
か
っ
た
点
と
し
て
飯
盒
炊
飯
が

う
ま
く
い
っ
て
い
た
と
聞
い
て
お

り
、
次
年
度
か
ら
も
実
施
し
て
い

け
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
反
省

点
と
し
て
は
青
年
部
の
負
担
を
減

ら
し
て
い
く
こ
と
、
会
員
の
錬
成

会
に
対
す
る
満
足
度
の
向
上
を
目

標
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の

錬
成
会
の
向
上
、
青
年
部
の
発
展

を
促
進
し
て
い
く
た
め
に
、
青
年

部
副
会
長
と
し
て
尽
力
し
て
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

　

初
日
は
み
な
さ
ん
も
緊
張
さ
れ

て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
し
た
が
、

石
鎚
山
を
登
る
に
あ
た
っ
て
打
ち

解
け
良
い
友
達
が
で
き
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
山
頂
で
ご
来
光

が
見
る
こ
と
が
出
来
こ
れ
も
皆
様

の
日
頃
の
行
い
が
良
い
か
ら
だ
と

感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
開
催
に
際
し
ま
し
て
先

生
方
や
職
員
の
皆
様
方
敬
神
婦
人

会
の
皆
様
ま
た
、
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
た
会
員
の
皆
様
そ
の
保
護
者

の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

お
忙
し
い
中
お
手
伝
い
頂
い
た

青
年
部
の
皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
石
鎚
錬
成
会
が
実
り
の

あ
る
も
の
に
な
っ
た
こ
と
を
願
っ

て
お
り
ま
す
。
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事
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代
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者
）
武
智
正
人

（
編
集
責
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者
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寺
川　

卓

（
編　

集　

集
）
村
田
和
也

（
印　

刷　

所
）

　

㈲
プ
リ
・
キ
ュ
ウ
・
プ
レ
ス

　

八
月
二
十
日
午
後
二
時
に
第
五

十
一
回
青
年
部
定
例
総
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
青
年
部
内
で
の
新
企

画
の
説
明
、
錬
成
会
の
新
日
程
案

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し
た
。

　

新
企
画
と
し
て
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ

を
企
画
し
て
お
り
、
こ
の
企
画
の

目
的
と
し
て
青
年
部
の
宣
伝
効
果

を
考
え
て
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
青

年
部
の
人
数
を
拡
大
し
て
い
く
た

め
に
考
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
の
中
身

も
固
ま
っ
て
き
て
お
り
、
着
々
と

進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　

錬
成
会
の
新
日
程
案
の
件
と
し

て
は
会
員
の
方
々
が
気
軽
に
参
加

し
や
す
く
あ
る
よ
う
日
程
を
一
日

減
ら
す
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
業
や
日
常
生
活
等
の
こ
と
で

参
加
で
き
な
い
人
を
減
ら
せ
る
よ

う
提
案
し
て
い
ま
す
。

日
野

　

こ
の
虫
の
声
で
錬
成
会
の
思
い

出
が
少
し
で
も
思
い
返
せ
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
？

　

第
五
十
六
回
石
鎚
青
少
年
錬
成

会
は
無
事
閉
講
し
ま
し
た
が
、次
回

の
錬
成
会
に
向
け
て
青
年
部
一
同

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

第
五
十
七
回
石
鎚
青
少
年
錬
成

会
で
よ
り
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ

る
こ
と
を
こ
こ
ろ
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

事
務
局
長　

寺
川

　

村
活
動
で
作
っ
た
カ
レ
ー
を
頂

い
て
い
る
ワ
ン
シ
ー
ン
。

本
当
に
美
味
し
い
物
を
食
べ
て
い

る
時
は
静
か
に
な
り
ま
す
ね
！

委
員
長　

村
田

　

雨
の
中
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が

ら
も
や
っ
と
の
思
い
で
頂
上
社
目

前
ま
で
こ
れ
た
ワ
ン
シ
ー
ン
。

　

霧
が
濃
く
て
雨
す
ご
い
け
ど
空

気
が
美
味
し
い

副
委
員
長　

宇
佐

　

早
起
き
し
て
見
た
ご
来
光

　

み
ん
な
で
頑
張
っ
て
登
り
良

か
っ
た
と
感
じ
た

設
置
期
間
：
春
大
祭
・
秋
大
祭

　
　
　
　
　

お
山
開
き
大
祭

　
　
　
　
　

年
末
年
始（
十
年
間
）

設
置
場
所
：
本
社
境
内

※
各
所
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

ご
奉
賛
金
：
一
張
金
五
万
円

　
　
　
（
維
持
管
理
費
を
含
む
）

ご
奉
賛
下
さ
い
ま
し
た
方
の
ご
住
所
（
県
名

市
名
）、
お
名
前
（
二
名
ま
で
）
を
記
入
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

※
文
字
の
大
き
さ
は
記
入
例
と
変
わ
る
こ
と

が
有
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
お
申
込
み
は
、
お
電
話
に
て
受
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

お
申
込
み
・
お
問
合
わ
せ

石
鎚
神
社　

担
当　

大
岡

☎
０
８
９
７
ー
5
5
ー
4
0
4
4

↑ 記入例 ↑

受　

付　

方　

法

担　

当
：
石
鎚
神
社　

大
岡

受　

付
：
電
話
の
み

受
付
後
：
確
認
票
と
振
替
用
紙
を

　
　
　
　

送
付

ご
奉
賛
申
込
書

石
鎚
神
社
本
社
境
内
用
提
灯

住　

所

氏　

名

電
話
番
号

提
灯
へ
の

記
入
内
容

〒
○
県
○
市
○
町

○
丁
目
○
番
地

石
鎚
太
郎

電
話
番
号

○
県
○
市

石
鎚
太
郎

〃
花
子

確 認 票
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。
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年
部
の
人
数
を
拡
大
し
て
い
く
た

め
に
考
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
の
中
身

も
固
ま
っ
て
き
て
お
り
、
着
々
と

進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

　

錬
成
会
の
新
日
程
案
の
件
と
し

て
は
会
員
の
方
々
が
気
軽
に
参
加

し
や
す
く
あ
る
よ
う
日
程
を
一
日

減
ら
す
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

学
業
や
日
常
生
活
等
の
こ
と
で

参
加
で
き
な
い
人
を
減
ら
せ
る
よ

う
提
案
し
て
い
ま
す
。

日
野

　

こ
の
虫
の
声
で
錬
成
会
の
思
い

出
が
少
し
で
も
思
い
返
せ
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
？

　

第
五
十
六
回
石
鎚
青
少
年
錬
成

会
は
無
事
閉
講
し
ま
し
た
が
、次
回

の
錬
成
会
に
向
け
て
青
年
部
一
同

精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
こ
れ

か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

　

第
五
十
七
回
石
鎚
青
少
年
錬
成

会
で
よ
り
多
く
の
方
が
参
加
さ
れ

る
こ
と
を
こ
こ
ろ
よ
り
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

事
務
局
長　

寺
川

　

村
活
動
で
作
っ
た
カ
レ
ー
を
頂

い
て
い
る
ワ
ン
シ
ー
ン
。

本
当
に
美
味
し
い
物
を
食
べ
て
い

る
時
は
静
か
に
な
り
ま
す
ね
！

委
員
長　

村
田

　

雨
の
中
ず
ぶ
濡
れ
に
な
り
な
が

ら
も
や
っ
と
の
思
い
で
頂
上
社
目

前
ま
で
こ
れ
た
ワ
ン
シ
ー
ン
。

　

霧
が
濃
く
て
雨
す
ご
い
け
ど
空

気
が
美
味
し
い

副
委
員
長　

宇
佐

　

早
起
き
し
て
見
た
ご
来
光

　

み
ん
な
で
頑
張
っ
て
登
り
良

か
っ
た
と
感
じ
た

設
置
期
間
：
春
大
祭
・
秋
大
祭

　
　
　
　
　

お
山
開
き
大
祭

　
　
　
　
　

年
末
年
始（
十
年
間
）

設
置
場
所
：
本
社
境
内

※
各
所
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

ご
奉
賛
金
：
一
張
金
五
万
円

　
　
　
（
維
持
管
理
費
を
含
む
）

ご
奉
賛
下
さ
い
ま
し
た
方
の
ご
住
所
（
県
名

市
名
）、
お
名
前
（
二
名
ま
で
）
を
記
入
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

※
文
字
の
大
き
さ
は
記
入
例
と
変
わ
る
こ
と

が
有
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
お
申
込
み
は
、
お
電
話
に
て
受
付
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

お
申
込
み
・
お
問
合
わ
せ

石
鎚
神
社　

担
当　

大
岡

☎
０
８
９
７
ー
5
5
ー
4
0
4
4

↑ 記入例 ↑

受　

付　

方　

法

担　

当
：
石
鎚
神
社　

大
岡

受　

付
：
電
話
の
み

受
付
後
：
確
認
票
と
振
替
用
紙
を

　
　
　
　

送
付

ご
奉
賛
申
込
書

石
鎚
神
社
本
社
境
内
用
提
灯

住　

所

氏　

名

電
話
番
号

提
灯
へ
の

記
入
内
容

〒
○
県
○
市
○
町

○
丁
目
○
番
地

石
鎚
太
郎

電
話
番
号

○
県
○
市

石
鎚
太
郎

〃
花
子

確 認 票
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▲

石　

鎚　

社　

報

〒
七
九
三
ー
八
五
五
五

（
発
行
所
）
西
条
市
西
田
甲
七
九
七

【
連
絡
先
】
電
話
（
〇
八
九
七
）

　

五
五
｜
四
〇
四
四　

本　

社

　

五
五
｜
七
二
四
二　

F
A
X　

　

五
五
｜
四
一
六
八　

会　

館

　

五
五
｜
七
二
八
一　

F
A
X　

　

五
九
｜
〇
一
〇
六　

成　

就

　

五
九
｜
〇
四
〇
八　

F
A
X　

　

五
三
｜
〇
〇
〇
八　

土
小
屋

【
振
替
】〇
一
六
八
〇
｜
〇
｜
一
八
三
六
〇

【
発
行
代
表
者
】
武　

智　

正　

人

【
編　

集
】
佐　

　々

木　

規　

人

【
印
刷
所
】
プ
リ
・
キ
ュ
ウ
・
プ
レ
ス

【
購
読
料
】
送
料
共　

年
五
〇
〇
円

石
鎚
神
社
・
石
鎚
本
教

石鎚神社 検索⬅で

　

石
鎚
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
な
ど
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

左
記
Q
R
コ
ー
ド
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

Q
R
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
な
ど
で
読
み
込
み
し

て
頂
き
ま
す
と
ご
覧
頂
け
ま
す
。

　

祭
典
や
季
節
の
情
報
な
ど
も
ア
ッ
プ
し
て

参
り
ま
す
の
で
皆
様
も
登
録
の
程
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

石
鎚
神
社　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
　
　

Q
R
コ
ー
ド
に
つ
い
て

石鎚神社  HP
QR コード

崇　

敬　

神　

社

氏　

神　

神　

社

天 

照 

皇 

大 

神 

宮

天 
照 
皇 

大 

神 

宮

天 

照 

皇 

大 

神 

宮

崇 　

 

敬　

神　

社

氏 　

 

神　

神　

社

　

神
宮
大
麻
、
石
鎚
神
社
大
麻
を
始
め
、
神
札
は
、
新
し
い
年
を

迎
え
る
と
き
、
ま
た
新
居
な
ど
へ
引
っ
越
し
の
際
に
、
ご
自
宅
や

会
社
を
御
守
護
（
お
は
ら
い
）
し
て
頂
く
御
札
で
す
。

神
宮
大
麻　
　
　
　

初
穂
料
一
，〇
〇
〇
円

石
鎚
神
社
大
麻　
　

初
穂
料
一
，〇
〇
〇
円

《
大
麻
の
ま
つ
り
方
》

横
に
並
べ
て
ま
つ
る
場
合

三
社
造

重
ね
て
ま
つ
る
場
合

一
社
造
・
簡
易
神
棚
・
御
札
立

神
宮
大
麻

石
鎚
神
社
大
麻
を
お
祀
り
し
ま
し
ょ
う
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